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60年の軌跡
広 報 で 振 り 返 る

市制施行

60
周年
記念特集

第２弾

昭和33年５月１日に阿南市が誕生して以来、本年５
月１日で市制施行60周年を迎えます。この間、徳島
県南部地域の中心都市として着実に成長と発展を遂げ
てきた阿南市の軌跡を、広報誌で振り返ります。また、
60周年を祝い実施する記念事業をご紹介します。

人
を
つ
な
ぎ 

ま
ち
の
歴
史
を
紡
ぐ

昭和35年５月24日未明に、太平洋沿岸一帯
を襲ったチリ地震津波の被害状況を克明に報
告。「水田が荒土と化し、わが田を見る農夫
の姿は悲惨なるものである」と伝えました。

高
度
経
済
成
長
の
象
徴
と
な
る
新
産
業
都
市
指

定
の
閣
議
決
定
を
受
け
、
市
民
大
会
開
催
の
よ

う
す
を
伝
え
ま
し
た
。
そ
の
後
３
年
に
わ
た
り

「
新
産
業
都
市
構
想
」
を
特
集
。
誌
面
か
ら
当

時
の
熱
気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

新産業都市指定　市民大会を開催
（広報あなん昭和38年8月号）

チリ地震津波阿南市沿岸を襲ふ
（広報あなん昭和35年特集号）

旧
富
岡
町
と
旧
橘
町
が
合
併
し
、
阿
南
市
が
誕
生
。

神
崎
製
紙
㈱
富
岡
工
場
が
操
業
開
始
。

チ
リ
地
震
津
波
来
襲
、
市
内
沿
岸
部
に
大
被
害
。

四
国
電
力
㈱
新
徳
島
火
力
発
電
所
が
運
転
開
始
。
阿
南

工
業
高
等
専
門
学
校
が
開
校
。

新
産
業
都
市
指
定
。
阿
南
市
外
二
町
衛
生
組
合
設
立
。

室
戸
阿
南
海
岸
国
定
公
園
に
指
定
。

富
岡
町
に
消
防
本
部
・
消
防
署
を
設
置
。
県
立
阿
南
職

業
訓
練
所
が
新
築
落
成
。

市
役
所
旧
庁
舎
が
完
成
。
旧
羽
ノ
浦
町
役
場（
現
支
所
）

庁
舎
が
完
成
。「
阿
南
市
民
の
歌
」
制
定
。

旧
那
賀
川
町
役
場
（
現
支
所
）
庁
舎
が
完
成
。
大
阪
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
海
洋
セ
ン
タ
ー
開
場
。

日
本
電
工
㈱
徳
島
工
場
操
業
開
始
。「
阿
南
市
民
憲
章
」

制
定
。
阿
南
合
同
庁
舎
が
完
成
。

県
営
阿
南
工
業
用
水
道
が
給
水
開
始
。

第
１
回
阿
南
市
文
化
祭
を
開
催
。

阿
南
市
民
会
館
が
開
館
。

阿
南
消
防
組
合
が
設
立
。

羽
ノ
浦
総
合
国
民
体
育
館
が
完
成
。

阿
南
図
書
館
が
完
成
。

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
阿
南
海
洋
セ
ン
タ
ー
完
成
。葬
斎
場
完
成
。

山
な
み
遊
歩
道
（
羽
ノ
浦
町
）
が
完
成
。

那
賀
川
町
歴
史
民
俗
資
料
館
が
開
館
。

大
潟
新
浜
工
業
団
地
企
業
（
第
１
号
）
本
格
操
業
。

阿
南
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
完
成
。
徳
島
駅
伝
で
阿
南

市
チ
ー
ム
が
6
年
連
続
準
優
勝
。

新
野
高
校
が
選
抜
高
校
野
球
大
会
に
初
出
場
初
戦
突
破
。

モ
ン
ゴ
ル
と
の
野
球
親
善
交
流
始
ま
る
。

東
四
国
国
体
秋
季
大
会
を
開
催
。
武
道
館
完
成
。
国
道

55
号
阿
南
道
路
那
賀
川
大
橋
開
通
。

那
賀
川
図
書
館
開
館
。
辰
巳
工
業
団
地
操
業
開
始
。

阿
南
ひ
ま
わ
り
会
館
、
コ
ー
ト
・
ベ
ー
ル
徳
島
、
情
報

文
化
セ
ン
タ
ー
、
羽
ノ
浦
前
川
親
水
公
園
が
完
成
。

北
の
脇
海
岸
「
日
本
の
渚
・
百
選
」
に
選
定
。
羽
ノ
浦

桜
づ
つ
み
公
園
が
完
成
。

那
賀
川
科
学
セ
ン
タ
ー
体
験
館
が
開
館
。

「
阿
南
市
環
境
基
本
計
画
」
を
策
定
。「
阿
南
市
女
性
総

合
計
画
（
あ
な
ん
ひ
ま
わ
り
プ
ラ
ン
）」
を
策
定
。

文
化
会
館
、
ク
リ
ー
ン
ピ
ュ
ア
あ
な
ん
完
成
。

橘
湾
石
炭
火
力
発
電
所
全
機
が
運
転
開
始
。
那
賀
川
道

の
駅
が
オ
ー
プ
ン
。

ス
ポ
ー
ツ
総
合
セ
ン
タ
ー
、
船
瀬
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
、

商
工
業
振
興
セ
ン
タ
ー
が
完
成
。

阿
南
西
部
公
園
が
オ
ー
プ
ン
。
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
会
議
が

阿
南
で
開
催
。
光
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
始
ま
る
。

阿
南
消
防
本
部
庁
舎
が
完
成
。
Ｊ
Ｒ
阿
南
駅
橋
上
駅
舎

が
完
成
。
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
開
催
。

那
賀
川
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
総
合
セ
ン
タ

ー
温
水
プ
ー
ル
、
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成
。

那
賀
川
に
ア
ゴ
ヒ
ゲ
ア
ザ
ラ
シ
「
ナ
カ
ち
ゃ
ん
」
が
現

れ
人
気
者
に
。
富
岡
雨
水
ポ
ン
プ
場
が
完
成
。

昭
和
33
年

昭
和
34
年

昭
和
35
年

昭
和
38
年

昭
和
39
年

昭
和
40
年

昭
和
41
年

昭
和
43
年

昭
和
44
年

昭
和
45
年

昭
和
47
年

昭
和
49
年

昭
和
50
年

昭
和
53
年

昭
和
56
年

昭
和
57
年

昭
和
61
年

昭
和
63
年

平
成
元
年

平
成
２
年

平
成
４
年

平
成
５
年

平
成
６
年

平
成
７
年

平
成
８
年

平
成
９
年

平
成
10
年

平
成
11
年

平
成
12
年

平
成
13
年

平
成
14
年

平
成
15
年

平
成
16
年

平
成
17
年

年　
号

主　
な　
出　
来　
事
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広
報
誌
の
表
紙
を
飾
っ
た
ア
ゴ
ヒ
ゲ
ア
ザ
ラ
シ

「
ナ
カ
ち
ゃ
ん
」。
平
成
17
年
11
月
に
那
賀
川
に

突
如
現
れ
、
ま
ち
の
人
気
者
に
。
愛
嬌
た
っ
ぷ

り
の
表
情
に
多
く
の
人
が
癒
さ
れ
ま
し
た
。

「
宇
宙
へ
の
扉
が
開
か
れ
る
!!
」。
平
成
11
年
２

月
12
日
に
行
わ
れ
た
科
学
セ
ン
タ
ー
天
文
館
オ

ー
プ
ン
記
念
式
典
の
よ
う
す
。
国
内
最
大
級
の

口
径
を
誇
る
大
型
望
遠
鏡
、
展
示
体
験
施
設
な

ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

「
文
化
か
お
る
町
づ
く
り
」。
羽
ノ
浦
町
で
文
化
・
福

祉
・
教
育
な
ど
の
拠
点
と
な
る
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー

が
平
成
７
年
３
月
に
完
成
。
図
書
館
や
ホ
ー
ル
な
ど

を
備
え
た
充
実
し
た
施
設
を
紹
介
し
ま
し
た
。

平成５年10月24日から29日まで開催された東四国
国体秋季大会。阿南市では、ホッケー、銃剣道、馬
術などが行われました。全国から多くの人が集い、
ふれあい、活気あふれた６日間となりました。

ナカちゃんが現れ人気者に
（広報那賀川平成17年12月号）

感動をありがとう！東四国国体
（広報あなん平成5年11月号）

科学センター天文館オープン
（広報那賀川平成11年4月号）

文化の拠点 情報文化センター完成
（リフレッシュ羽ノ浦平成7年4月号）

旧
富
岡
町
と
旧
橘
町
が
合
併
し
、
阿
南
市
が
誕
生
。

神
崎
製
紙
㈱
富
岡
工
場
が
操
業
開
始
。

チ
リ
地
震
津
波
来
襲
、
市
内
沿
岸
部
に
大
被
害
。

四
国
電
力
㈱
新
徳
島
火
力
発
電
所
が
運
転
開
始
。
阿
南

工
業
高
等
専
門
学
校
が
開
校
。

新
産
業
都
市
指
定
。
阿
南
市
外
二
町
衛
生
組
合
設
立
。

室
戸
阿
南
海
岸
国
定
公
園
に
指
定
。

富
岡
町
に
消
防
本
部
・
消
防
署
を
設
置
。
県
立
阿
南
職

業
訓
練
所
が
新
築
落
成
。

市
役
所
旧
庁
舎
が
完
成
。
旧
羽
ノ
浦
町
役
場（
現
支
所
）

庁
舎
が
完
成
。「
阿
南
市
民
の
歌
」
制
定
。

旧
那
賀
川
町
役
場
（
現
支
所
）
庁
舎
が
完
成
。
大
阪
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
海
洋
セ
ン
タ
ー
開
場
。

日
本
電
工
㈱
徳
島
工
場
操
業
開
始
。「
阿
南
市
民
憲
章
」

制
定
。
阿
南
合
同
庁
舎
が
完
成
。

県
営
阿
南
工
業
用
水
道
が
給
水
開
始
。

第
１
回
阿
南
市
文
化
祭
を
開
催
。

阿
南
市
民
会
館
が
開
館
。

阿
南
消
防
組
合
が
設
立
。

羽
ノ
浦
総
合
国
民
体
育
館
が
完
成
。

阿
南
図
書
館
が
完
成
。

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
阿
南
海
洋
セ
ン
タ
ー
完
成
。葬
斎
場
完
成
。

山
な
み
遊
歩
道
（
羽
ノ
浦
町
）
が
完
成
。

那
賀
川
町
歴
史
民
俗
資
料
館
が
開
館
。

大
潟
新
浜
工
業
団
地
企
業
（
第
１
号
）
本
格
操
業
。

阿
南
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
完
成
。
徳
島
駅
伝
で
阿
南

市
チ
ー
ム
が
6
年
連
続
準
優
勝
。

新
野
高
校
が
選
抜
高
校
野
球
大
会
に
初
出
場
初
戦
突
破
。

モ
ン
ゴ
ル
と
の
野
球
親
善
交
流
始
ま
る
。

東
四
国
国
体
秋
季
大
会
を
開
催
。
武
道
館
完
成
。
国
道

55
号
阿
南
道
路
那
賀
川
大
橋
開
通
。

那
賀
川
図
書
館
開
館
。
辰
巳
工
業
団
地
操
業
開
始
。

阿
南
ひ
ま
わ
り
会
館
、
コ
ー
ト
・
ベ
ー
ル
徳
島
、
情
報

文
化
セ
ン
タ
ー
、
羽
ノ
浦
前
川
親
水
公
園
が
完
成
。

北
の
脇
海
岸
「
日
本
の
渚
・
百
選
」
に
選
定
。
羽
ノ
浦

桜
づ
つ
み
公
園
が
完
成
。

那
賀
川
科
学
セ
ン
タ
ー
体
験
館
が
開
館
。

「
阿
南
市
環
境
基
本
計
画
」
を
策
定
。「
阿
南
市
女
性
総

合
計
画
（
あ
な
ん
ひ
ま
わ
り
プ
ラ
ン
）」
を
策
定
。

文
化
会
館
、
ク
リ
ー
ン
ピ
ュ
ア
あ
な
ん
完
成
。

橘
湾
石
炭
火
力
発
電
所
全
機
が
運
転
開
始
。
那
賀
川
道

の
駅
が
オ
ー
プ
ン
。

ス
ポ
ー
ツ
総
合
セ
ン
タ
ー
、
船
瀬
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
、

商
工
業
振
興
セ
ン
タ
ー
が
完
成
。

阿
南
西
部
公
園
が
オ
ー
プ
ン
。
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
会
議
が

阿
南
で
開
催
。
光
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
始
ま
る
。

阿
南
消
防
本
部
庁
舎
が
完
成
。
Ｊ
Ｒ
阿
南
駅
橋
上
駅
舎

が
完
成
。
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
開
催
。

那
賀
川
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
総
合
セ
ン
タ

ー
温
水
プ
ー
ル
、
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成
。

那
賀
川
に
ア
ゴ
ヒ
ゲ
ア
ザ
ラ
シ
「
ナ
カ
ち
ゃ
ん
」
が
現

れ
人
気
者
に
。
富
岡
雨
水
ポ
ン
プ
場
が
完
成
。

昭
和
33
年

昭
和
34
年

昭
和
35
年

昭
和
38
年

昭
和
39
年

昭
和
40
年

昭
和
41
年

昭
和
43
年

昭
和
44
年

昭
和
45
年

昭
和
47
年

昭
和
49
年

昭
和
50
年

昭
和
53
年

昭
和
56
年

昭
和
57
年

昭
和
61
年

昭
和
63
年

平
成
元
年

平
成
２
年

平
成
４
年

平
成
５
年

平
成
６
年

平
成
７
年

平
成
８
年

平
成
９
年

平
成
10
年

平
成
11
年

平
成
12
年

平
成
13
年

平
成
14
年

平
成
15
年

平
成
16
年

平
成
17
年
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平
成
18
年
３
月
21
日
に
文
化
会
館
で
開
催
し
た
「
阿

南
市
・
那
賀
川
町
・
羽
ノ
浦
町
合
併
記
念
式
典
」。

那
賀
川
流
域
で
発
展
し
た
１
市
２
町
が
１
つ
の
ま
ち

と
な
り
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

野球を通して地域振興を図る「野球のまち阿南」。
官民一体となって取り組んでいます。平成20年
４月に「第１回西日本生涯還暦野球大会」を開催。
各地から野球好きが阿南に集いました。

平成25年10月11日から３日間、県内外から2,309
人が参加し開催した「日本女性会議〈男女共同参画〉
2013あなん」。“市民の力”で全国大会を地方の都
市でも開催できることを証明しました。

市役所新庁舎が完成し、「新庁舎落成記念式典」を
平成29年４月23日に新庁舎「あなんフォーラム」
で開催しました。ご来賓の方を含め約500人の市民
にご臨席いただき、新庁舎の門出を祝いました。

野球好きが阿南に集う
（広報あなん平成20年6月号）

阿南の底力！日本女性会議を開催
（広報あなん平成25年12月号）

市役所新庁舎が落成
（広報あなん平成29年6月号）

新「阿南市」が誕生
（広報あなん平成18年４月号）

阿
南
市
・
那
賀
川
町
・
羽
ノ
浦
町
が
合
併
、
記
念
式
典

を
開
催
。
光
の
ま
ち
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
開
設
。

ア
グ
リ
あ
な
ん
ス
タ
ジ
ア
ム
完
成
。
阿
南
駅
前
児
童
公

園
完
成
。
第
22
回
国
民
文
化
祭
開
催
。

安
芸
市
、
室
戸
市
と「
Ａ
Ｍ
Ａ
地
域
連
携
協
定
」締
結
。

津
乃
峰
町
新
浜
地
区
に
津
波
避
難
タ
ワ
ー
完
成
。

那
賀
川
が
四
国
一
の
清
流
に
選
ば
れ
る
。
牛
岐
城
趾
公

園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

産
業
部
に
「
野
球
の
ま
ち
推
進
課
」
を
創
設
。
阿
南
市

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
開
設
。
情
報
通
信
基
盤
整
備
事

業
完
成
。

「
阿
南
・
那
賀
・
美
波
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
」
締
結
。

公
共
下
水
道
事
業「
富
岡
浄
化
セ
ン
タ
ー
」通
水
開
始
。

阿
南
市
東
京
事
務
所
を
開
設
。
陸
上
自
衛
隊
徳
島
駐
屯

地
が
開
設
。
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
と
「
宇
宙
教
育
協
定
」
締
結
。

「
日
本
女
性
会
議
」
を
開
催
。「
あ
な
な
ん
」
誕
生
。
新

種
カ
タ
ツ
ム
リ
「
ア
ナ
ン
ム
シ
オ
イ
ガ
イ
」
発
見
。

ご
み
処
理
施
設
「
エ
コ
パ
ー
ク
」
完
成
。
県
内
初
の
本

人
通
知
制
度
を
導
入
。
台
風
で
甚
大
な
被
害
発
生
。

生
物
多
様
性
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
を
選
定
。
屋
内
多
目
的

施
設
「
あ
な
な
ん
ア
リ
ー
ナ
」
完
成
。
配
偶
者
暴
力
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ぱ
ぁ
と
な
ー　
あ
な
ん
」
開
設
。

「
南
阿
波
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
」
締
結
。
地
域
お
こ

し
協
力
隊
始
動
。
北
條
民
雄
文
学
賞
受
賞
作
品
決
定
。

市
役
所
新
庁
舎
が
完
成
、
落
成
記
念
式
典
を
開
催
。
阿

南
医
療
セ
ン
タ
ー
着
工
。健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
着
工
。

あ
な
ん
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
セ
ン
タ
ー
開
設
。

市
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
る
。

平
成
18
年

平
成
19
年

平
成
20
年

平
成
21
年

平
成
22
年

平
成
23
年

平
成
24
年

平
成
25
年

平
成
26
年

平
成
27
年

平
成
28
年

平
成
29
年

平
成
30
年
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これまでの阿南市を振り返り、先人の方々が築き上げた文化や歴史を再発見するとともに、市民の皆さんと行政
が力を合わせて新たな一歩を踏み出すための記念事業を実施し、未来につながる活力ある年にしたいと思います。

■協賛事業の申請手続　　　　　　　　　　　　
協賛事業の認定を希望される方は、市ホームページ
掲載の申請書に記入・押印の上、必要書類を添えて
企画政策課に持参または郵送で提出してください。
なお、広報編集の都合上、申請の提出は、事業実施
（募集開始）日前の２カ月前までにお願いします。

■協賛事業を実施することによる特典　　 　  
・「阿南市市制施行60周年記念」の冠の使用
・「広報あなん」またはケーブルテレビ放送等によ
る事業のＰＲ

■申請先・問い合わせ　　　　　　　　 　　  
〒774-8501　富岡町トノ町12番地３
阿南市役所４階　企画政策課
（☎22－3429）へ　※受付／平日8:30～17:15

■対象事業　　　　　　　　　　　　　　　　 
４月１日から平成31年３月31日までに実施する、
阿南市市制施行60周年記念事業の趣旨に即したイ
ベントや事業

■記念事業の趣旨　　　　　　　　　　　 　　
①先人たちの功績を称える事業
②阿南市の特性を生かした事業
③市民とともに祝賀できる事業
④次代のまちづくりを創造していく契機となる事業

市制施行60周年をお祝いし
さまざまな記念事業を実施します！

阿南市市制施行６０周年

市制施行60周年記念
協賛事業を募集します

平成30年

	   4月14日㈯	 モンゴル歌舞団　阿南公演　
	 　    21日㈯	 避難訓練コンサート　徳島県警音楽隊演奏会
	   5月  1日㈫	 市制施行60周年記念式典
	   6月　 中旬	 「阿南海の子プログラム」（11日～、18日～のそれぞれ３日間）
	 　    16日㈯	 ＮＨＫ番組 「俳句王国がゆく」公開収録
	   7月19日㈭	 及川浩治ピアノリサイタル
	 夏休み期間	 こどもの仕事（匠）体験ツアー
	 	 阿南市子ども議会
	   9月30日㈰	 第29回那賀川流域センチュリーラン ～市制60周年記念大会～
	　  10月17日㈬	 「全国足利氏ゆかりの会」総会（～18日）
	 　　　21日㈰	 あなん健康まつり
	 　    27日㈯	 あなん図書館まつり2018　影絵劇「かぐや姫」
	 　　　未定	 「竹の里阿南」発信事業　市民参加型オペラ「かぐや姫」上演
	 12月  9日㈰	 第22回阿南市人権フェスティバル

平成31年

	   1月26日㈯	 第29回阿南市生涯学習推進大会
	   3月  3日㈰	 第35回阿南健康マラソン大会 ～市制60周年記念大会～

通　　年

「阿南市の先覚者たち」出前授業
「阿南市民の歌」普及・啓発事業
“阿南の今、昔を未来に引き継ぐ”お宝発掘プロジェクト！

記念アトラクション
式典終了後に、阿南市60年
のあゆみを紹介したビデオ上
映を行います。どなたでも無
料でご参加いただけます。

場所　市民会館ホール
上映　11:20～12:00（予定）

※上映開始時刻は、前後する
場合があります。

※お車でのご来場はお控えく
ださい。

各事業の日程は予定です。
実施時期が近づきましたら、
あらためてお知らせします。
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臨
時
的
任
用
職
員（
夏
季
ご
み

収
集
作
業
）を
募
集

　

本
年
６
月
か
ら
９
月
に
環
境
管

理
事
務
所
に
お
い
て
、
臨
時
的
に

勤
務
す
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
平
成
12
年
６
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方

採
用
予
定
人
員　
10
人

賃
金　
日
額
９
５
０
０
円

勤
務
時
間　
原
則
と
し
て
月
曜
日

～
金
曜
日
の
午
前
７
時
30
分
～
午

後
４
時
15
分

申
込
方
法　
履
歴
書
（
市
販
の
も

の
に
自
筆
、
写
真
貼
付
）
を
人
事

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
試
験

案
内
は
、
申
込
期
間
中
に
人
事
課

で
配
布
し
ま
す
。

申
込
期
間　
４
月
10
日
㈫
～
５
月

２
日
㈬
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
（
土
、
日
、
祝
日
は
除

く
）

試
験
内
容　
面
接
試
験
お
よ
び
体

力
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

試
験
日　
５
月
８
日
㈫

問
い
合
わ
せ
は　
人
事
課
（
☎
22

－

１
１
１
２
）
へ

平
成
31
年

成
人
式
実
行
委
員
を
募
集

　

成
人
式
に
参
画
し
て
い
た
だ
け

る
運
営
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

募
集
内
容　
▼
新
成
人
（
平
成
10

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
）
▼
市

民
ス
タ
ッ
フ
▼
高
校
生
ス
タ
ッ
フ

内
容　

成
人
式
の
企
画
・
運
営

（
会
議
は
５
回
程
度
を
予
定
）

申
込
締
切
日　
４
月
27
日
㈮

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
最
寄

り
の
公
民
館
ま
た
は
生
涯
学
習
課

（
☎
22

－

３
３
９
１
）
へ

阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

お
く
り
も
の

阿
南
市
へ

●
宅
地　
６
３
３
０
・
81
㎡

（
長
生
町
六
反
地
22
番
２　
他

18
筆
）

サ
ン
ダ
イ
ヤ
株
式
会
社　

代
表

取
締
役　

長
尾
貴
庸
様
か
ら
就

学
前
児
童
を
対
象
と
し
た
子
育

て
支
援
施
策
推
進
の
た
め

●
車
い
す
１
台
（
那
賀
川
図
書

館
に
設
置
）

県
南
軟
式
野
球
競
技
会
様
か
ら

公
共
施
設
に
お
け
る
福
祉
サ
ー

ビ
ス
充
実
の
た
め

加
茂
谷
中
学
校
へ

●
図
書
20
万
円
分

株
式
会
社
メ
ッ
ク
テ
ク
ニ
カ　

代
表
取
締
役　

松
本
正
人
様
か

ら
学
校
図
書
充
実
の
た
め

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

～ 

今
年
の
桜
を
観
る
事
な
く

逝
っ
て
し
ま
っ
た
人 

～

　

日
本
人
の
好
き
な
木
は
、
順
位
が
高
い
順
に
サ
ク

ラ
、
イ
チ
ョ
ウ
、
キ
ン
モ
ク
セ
イ
、
ウ
メ
、
ハ
ナ
ミ

ズ
キ
…
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
さ
ま
ざ
ま
の　

こ
と
思
ひ
出
す　

桜
か
な
」（
松

尾
芭
蕉
）

　

日
本
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
桜
に
「
も
の
の
あ

は
れ
」
を
感
じ
、
年
々
歳
々
の
〝
さ
く
ら
〟
に
思
い

出
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　
「
桜
は
花
に
顕あ

ら
わ

れ
る
」。
こ
れ
は
、
普
段
は
常
人
と

変
わ
ら
な
い
よ
う
に
見
え
る
人
が
何
か
の
折
に
優
れ

た
才
能
を
発
揮
す
る
こ
と
の
例
え
で
あ
り
、
ほ
か
の

木
に
交
じ
っ
て
い
る
桜
は
、
普
段
は
全
く
目
立
た
な

い
が
、
一
旦
花
が
咲
け
ば
一
目
で
そ
れ
と
分
か
る
と

い
う
意
味
で
す
。

　

人
間　

大
杉　

漣
（
１
９
５
１
年
９
月
27
日
生
、

去
る
２
月
21
日
逝
去
、
享
年
66
歳
）
は
、
地
味
で
静

か
な
人
間
性
で
あ
り
な
が
ら
圧
倒
的
な
存
在
感
を

持
っ
た
名
優
で
し
た
。
４
人
兄
弟
の
末
っ
子
。
母
は

京
都
の
銀
閣
寺
の
近
く
に
あ
っ
た
下
宿
屋
の
娘
で
、

大
杉
さ
ん
の
父
よ
り
３
歳
年
上
。
父
は
京
都
大
学
在

学
中
に
そ
の
下
宿
屋
で
生
活
し
て
お
り
、
二
人
は
結

ば
れ
た
そ
う
で
す
。
父
は
38
歳
で
小
松
島
中
学
校
の

校
長
に
抜ば

っ

擢て
き

さ
れ
、
小
松
島
西
高
校
、
富
岡
東
高
校
、

城
東
高
校
の
校
長
を
歴
任
。
息
子
の
漣
さ
ん
は
、
小

学
校
６
年
生
は
富
岡
小
学
校
、
中
学
校
時
代
は
富
岡

中
学
校
に
在
籍
し
て
い
ま
し
た
。

　

役
者
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
い
ぶ
し
銀
の
魅
力
が

ま
す
ま
す
磨
か
れ
、
花
の
盛
り
を
迎
え
つ
つ
あ
る
こ

の
時
、
静
か
な
雄
弁
、
沈
黙
の
圧
倒
的
な
存
在
感
を
、

も
う
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

大
杉
さ
ん
は
出
演
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
私
の
好

き
な
映
画
に
、
中
井
貴
一
主
演
の
「
壬み

生ぶ

義ぎ

士し

伝で
ん

」

が
あ
り
ま
す
。
南
部
盛
岡
藩
の
脱
藩
浪
士
で
新
撰
組

隊
士
の
吉
村
貫
一
郎
を
主
人
公
に
し
た
、
義
理
と
愛

情
を
貫
く
姿
を
描
い
た
作
品
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

も
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
ほ
し
い
映
画
で
す
。
そ
の
中

で
、
中
井
貴
一
は
言
い
ま
す
。「
盛
岡
の
桜
は
石
を

割
っ
て
も
咲
く
!!
」
と
。

　
「
優
作
!!
俺
は
今
ま
で
お
前
が
死
ぬ
と
こ
を
何
度

も
観
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の
度
に
、
お
前
は
生
き

返
っ
て
き
た
じ
ゃ
な
い
か
。
役
者
な
ら
生
き
返
っ
て

み
せ
ろ
！
生
き
返
っ
て
こ
い
！
」
故
松
田
優
作
に
対

す
る
原
田
芳
雄
の
弔
辞
。

　
「
桜
花　

命
い
っ
ぱ
い
咲
く
か
ら　

命
を
懸
け
て　

眺
め
た
い
」（
岡
本
か
の
子
）

　

去
る
３
月
、
紀
伊
半
島
南
部
で
１
０
０
年
ぶ
り
に

桜
の
新
種

が
発
見
さ

れ
、「
ク

マ
ノ
ザ
ク

ラ
」
と
命

名
さ
れ
た

そ
う
で
す
。

大
杉　

漣

さ
ん
に
報

告
し
て
お

き
ま
す
。

合
掌
。

「水曜ミステリー　さすらい署長　風間　昭平」
阿南ロケ終了後、主役の北大路欣也、伊武雅刀、
大杉　漣の各氏。阿南市役所北玄関にて
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人
権
教
育
・
啓
発

阿
南
市
に
お
け
る
人
権
教
育
お

よ
び
人
権
啓
発
に
係
る
調
査
お

よ
び
研
究
に
関
す
る
活
動
費
補

助
金
に
つ
い
て

　

同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
決
の
た

め
に
行
う
人
権
教
育
・
啓
発
に
係

る
調
査
・
研
究
活
動
に
対
し
補
助

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
が
自

ら
学
び
、
差
別
を
な
く
す
実
践
に

つ
な
が
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

申
請
期
間　
４
月
２
日
㈪
～
５
月

１
日
㈫

　

補
助
金
の
交
付
対
象
、申
請
方

法
、補
助
対
象
経
費
、補
助
金
額
等

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
１
回
阿
南
市
人
権
教
育
・
啓

発
市
民
講
座

日
時　
４
月
24
日
㈫　

午
後
２
時

～
３
時
30
分

場
所　
文
化
会
館
１
階　

視
聴
覚
室

演
題　
「
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
た

ち
へ
の
思
い
を
つ
な
げ
た
い
」

講
師　
柳
島
隣
保
館　

職
員　

加

美
美
紀
さ
ん

※
手
話
通
訳
あ
り

※
託
児
あ
り（
10
カ
月
か
ら
８
歳
ま

で
。４
月
16
日
㈪
ま
で
に
要
申
込
み
）

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参

画
課
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿

（
土
地
・
家
屋
）
の
縦
覧

　

平
成
30
年
度
の
固
定
資
産
の
価

格
（
評
価
額
）
を
次
の
と
お
り
縦

覧
に
供
し
ま
す
。

期
間　
４
月
２
日
㈪
～
５
月
１
日

㈫
（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
市
役
所
１
階　

税
務
課
固

定
資
産
税
係

縦
覧
で
き
る
方　
固
定
資
産
税
の

納
税
者
や
代
理
人

持
参
物　
本
人
確
認
が
で
き
る
公

的
証
明
書
（
免
許
証
、保
険
証
等
）

と
印
鑑
。
代
理
人
の
場
合
は
委
任

状
も
必
要
で
す
。

手
数
料　
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
は
無

料
。
ま
た
、
名
寄
帳
（
ご
自
身
が

納
税
義
務
者
と
な
っ
て
い
る
資
産

の
一
覧
表
）
の
閲
覧
に
つ
い
て
も

縦
覧
期
間
中
は
手
数
料
が
無
料
と

な
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
は

評
価
替
え
の
年
で
す

　

納
税
通
知
書
は
４
月
に
発
送
し

ま
す
。
第
１
期
納
期
限
は
５
月
１

日
㈫
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
税
務
課
固
定
資

産
税
係
（
☎
22

－

１
１
１
４
）
へ

平
成
30
年
度
固
定
資
産
評
価 

証
明
書
等
の
発
行
予
定
日

▼
固
定
資
産
評
価
証
明
書

４
月
２
日
㈪
～

▼
固
定
資
産
公
課
証
明
書

４
月
６
日
㈮
～

※
証
明
書
申
請
時
に
本
人
確
認
を

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
公
的
証

明
書
（
免
許
証
、
保
険
証
等
）
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
税
務
課
庶
務
係

（
☎
22

－

１
１
１
４
）
へ

行財政改革懇話会「公募委員」を募集！

市では、行財政改革に広く市民の皆さんの意見を反映させ、簡素で
効率的な行政運営を進めるため、阿南市行財政改革懇話会（公募に
よる委員と行財政改革に関し識見を有する委員で構成）を設置して
います。懇話会に出席して、市の行財政改革に関する重要事項を調
査審議していただく委員を募集します。

応募資格　次の各号すべてに該当する方
① 市内在住の20歳以上の方（平成30年４月１日現在）
② 市の行財政改革の推進について関心のある方
③ 平日に開催する会議（年１回予定）に出席できる方
④ 市が設置した他の審議会等の委員でない方
⑤ 国・地方公共団体の議員および常勤公務員でない方

募集人員　１人
任　　期　委嘱の日（平成30年6月予定）から約2年間
応募方法　所定の応募用紙に必要事項を記入し、「行財政改革につ

いての考え方および応募の動機」（様式自由、1,000字
程度）を添付の上、企画政策課に提出してください。
※応募用紙は、企画政策課窓口および住民センター、公
民館に設置しているほか、市ホームページからダウン
ロードしていただけます。
※郵送、ファクス、電子メールでの提出可。
※応募にかかる費用は個人負担となります。

選考方法　応募書類により審査します。なお、審査の結果、候補者
が多数となった場合は、抽選により決定します。

募集期間　４月２日㈪～27日㈮
　　　　　※当日消印有効。土、日曜日の窓口受付はしていません。

応募先・問い合わせは　
　　　　　〒774-8501　富岡町トノ町12番地３
　　　　　企画政策課（☎22−3429・FAX22−6772）へ
　　　　　e-mail:kikaku@anan.i-tokushima.jp

　
20
歳
の
学
生
で
す
が
、

収
入
が
な
い
の
で
、
国
民

年
金
の
保
険
料
を
支
払
う
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
ど
う
し
た
ら
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。

　

所
得
の
少
な
い
学
生
が

申
請
し
、
承
認
さ
れ
る
こ

と
で
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り

ま
す
。 

　

学
生
の
方
で
、
納
め
ら
れ
な
い

か
ら
と
い
っ
て
そ
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
、
将
来
年
金
を
受
給
で
き

な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

納
付
が
難
し
い
場
合
は
学
生
納
付

特
例
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
に
は
、
年
金
手
帳
、
学
生
証
の

写
し
ま
た
は
在
学
証
明
書
、
印
鑑
、

来
庁
者
の
本
人
確
認
書
類
、
ご
本

人
以
外
が
手
続
き
さ
れ
る
場
合
は

委
任
状
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
学
生
納
付
特
例
が
一
度

承
認
さ
れ
る
と
翌
年
度
以
降
、
在

学
期
間
中
は
毎
年
４
月
頃
に
、
は

が
き
形
式
の
学
生
納
付
特
例
申
請

書
が
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
　
保
険
年
金
課

（
☎
22

−

１
１
１
８
）
へ

ＱＡ 年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー
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住
宅
の
耐
震
化
支
援

　

本
市
は
、
住
宅
の
耐
震
化
を
積

極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

住
み
替
え
支
援
事
業

対
象　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

に
着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅
で
耐
震

診
断
を
受
け
、
評
点
が
０
・
７
未

満
と
判
定
さ
れ
た
住
宅
を
建
て
替

え
ま
た
は
他
所
へ
住
み
替
え
る
た

め
に
住
宅
の
全
て
を
除
却
す
る
工
事

補
助
金
額　
補
助
対
象
経
費
の
５

分
の
２
（
上
限
30
万
円
）

予
定
戸
数
等　
予
定
戸
数
10
戸
で
、

受
付
は
先
着
順
と
し
、
予
定
戸
数

に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。

受
付
期
間　
４
月
２
日
㈪
～

問
い
合
わ
せ
は　
住
宅
・
建
築
課

（
☎
22

－

３
４
３
１) 

へ

役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か

「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
」

助
成
対
象

▼
市
の
活
性
化
お
よ
び
地
域
の
振

興
に
つ
な
が
る
営
利
を
目
的
と

し
な
い
市
民
の
自
発
的
な
活
動

（
地
域
イ
ベ
ン
ト
・
文
化
活
動
・

ス
ポ
ー
ツ
行
事
等
）
を
行
う
団

体
へ
の
助
成

▼
海
外
視
察
研
修
（
本
市
に
２
年

以
上
在
住
し
年
齢
が
満
10
歳
か

ら
49
歳
ま
で
の
方
で
、
視
察
研

修
の
体
験
が
地
域
づ
く
り
の
実

践
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
方
）

申
請
方
法
お
よ
び
交
付
の
決
定　

　

助
成
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
定

住
促
進
課
備
え
付
け
の
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
６
月
29

日
㈮
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
助
成
の
選
考
と
金
額
な
ど
詳

細
は
基
金
運
営
委
員
会
の
審
議
を

経
て
決
定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

定
住
促
進
課

（
☎
22

－

７
４
０
４
）
へ

平
成
30
年
度
住
宅
用
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
導
入
支
援
事

業
補
助
金
申
請
を
受
付

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
方
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。
申
請
方
法
等
く

わ
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。　
　

金
額　
１
件
に
つ
き
５
万
円

募
集
件
数　
１
０
０
件

※
募
集
件
数
に
達
し
た
時
点
で
受

付
を
終
了
し
ま
す
。

募
集
期
間　
４
月
２
日
㈪
～
11
月

30
日
㈮

※
郵
送
に
よ
る
応
募
は
受
付
で
き

ま
せ
ん
。

※
店
舗
兼
住
宅
、
ア
パ
ー
ト
・
マ

ン
シ
ョ
ン
等
の
集
合
住
宅
は
対
象

外
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

環
境
保
全
課

（
☎
22

－

３
４
１
３
）
へ

水道料金等に関する業務の民間委託
本市では、サービスの向上と経営の効率化を図るため、
４月１日から、第３期目として、水道料金等に関する業
務を民間の専門業者に委託をします。

委託する主な業務
○水道料金お客様センター窓口・電話での水道の使用開
始や使用中止届出等の受付業務
○水道メーターの検針業務
○水道料金等の調定・更正業務
○水道料金等の料金請求および収納業務
○水道料金等の還付・充当業務
○督促状、催告書等の作成・発送および滞納整理業務
○水道の開閉栓業務
○量水器管理等業務
○下水道使用料関連業務

委託する期間
平成30年４月１日〜平成35年３月31日

水道料金お客様センターのサービス内容
◎営業時間は月曜日から金曜日までの
　8:30～17:15となります。　　　　　　　　　　　　　　　
◎電話、インターネットによる開閉栓の受付を行います。
市のホームページから申込みできます。

水道料金徴収等業務受託者
ヴェオリア・ジェネッツ株式会社
〒774-8501　富岡町トノ町12番地３

市役所２階　水道課内
※土、日曜日、祝日、年末年始は休業とさせていただき
ます。

給水管の凍結による減免について
水道部では、平成30年１月から２月にかけて気温の急
激な低下により、凍結による露出給水管からの漏水と認
められる場合に限り、減免対象とすることに決定しまし
た。
減免対象範囲等　
平成30年１月分、２月分、３月分の水道料金。
※凍結漏水による水道料金を減額する期間は、原則とし
て１カ月分です。
申請手続き　
給水管の修理等を完了後、水道料金減免申請書（凍結漏
水用）をご提出ください。
※水道料金減免申請書（凍結漏水用）は、水道料金お客
様センターに備え付けています。

提出先　水道料金お客様センター

水道メーターの交換
交換する際は、各戸に事前に通知します。
交換予定地区　宝田町、上中町、長生町、大野地区、

山口町、桑野町、内原町、才見町、
中林町、見能林町、大潟町、
津乃峰町、新野町、福井町、椿町、
椿泊町、橘町、羽ノ浦町

交換予定期間　５月～平成31年２月

水道料金の納期内納付にご協力ください
水道事業は市民の皆さまからの水道料金で運営しています。

節水にご協力ください
水は日常生活に欠かすことのできない限りある資源です。

問い合わせは　水道料金お客様センター
（水道課内☎22−0587）へ

水道課からのお知らせ
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平
成
30
年
度
小
型
合
併
処
理

浄
化
槽
補
助
金
申
請
の

受
付
が
は
じ
ま
り
ま
す

対
象　
市
内
に
お
い
て
、
10
人
槽

以
下
の
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
を

住
居
用
に
設
置
す
る
方
で
、
平
成

31
年
３
月
末
ま
で
に
浄
化
槽
設
置

工
事
を
完
了
で
き
る
方
。（
た
だ

し
、
す
で
に
着
工
さ
れ
て
い
る
方

な
ら
び
に
下
水
道
法
第
４
条
第
１

項
の
事
業
計
画
に
定
め
た
区
域
、

阿
南
市
伊
島
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
プ
ラ
ン
ト
事
業
区
域
、
阿
南
市

春
日
野
地
域
下
水
道
条
例
第
４
条

に
規
定
す
る
区
域
、
阿
南
市
西
春

日
野
生
活
排
水
処
理
施
設
条
例
第

４
条
に
規
定
す
る
区
域
、
阿
南
市

パ
ス
ト
ラ
ル
ゆ
た
か
野
団
地
生
活

排
水
処
理
施
設
条
例
第
４
条
に
規

定
す
る
区
域
お
よ
び
阿
南
市
羽
ノ

浦
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
条
例

第
４
条
に
規
定
す
る
処
理
区
域
は

除
き
ま
す
。
な
お
、対
象
区
域
は
、

環
境
保
全
課
で
確
認
で
き
ま
す
）

補
助
金
額　
補
助
金
の
額
は
、
国

の
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金

基
準
額
に
基
づ
き
別
に
定
め
て
い

ま
す
。

【
参
考
】
平
成
29
年
度
実
績

▼
５
人
槽
／
33
万
２
千
円

▼
６
～
７
人
槽
／
41
万
４
千
円

▼
８
～
10
人
槽
／
54
万
８
千
円

申
請
期
間　
４
月
２
日
㈪
～
11
月

30
日
㈮
（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

交
付
者
の
決
定　
申
請
順
に
予
算

の
範
囲
で
決
定
し
ま
す
。

申
請
方
法　
補
助
金
交
付
申
請
書

（
環
境
保
全
課
備
え
付
け
）
に
必

要
書
類
を
添
付
の
上
、
浄
化
槽
設

置
工
事
が
始
ま
る
日
の
８
日
前

（
原
則
）
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

必
要
書
類

①
浄
化
槽
設
置
届
出
書
ま
た
は
浄

化
槽
設
置
に
関
す
る
計
画
書
の

写
し

②
設
置
場
所
の
案
内
図

③
浄
化
槽
設
置
費
の
見
積
書
の
写
し

④
浄
化
槽
の
構
造
図

⑤
浄
化
槽
の
配
置
配
管
図

⑥
住
宅
等
を
借
り
て
い
る
方
は
、

賃
貸
人
の
承
諾
書

⑦
登
録
証
の
写
し
お
よ
び
登
録
浄

化
槽
管
理
票
（
Ｃ
票
）

⑧
浄
化
槽
設
備
士
免
状
ま
た
は
小

規
模
合
併
処
理
浄
化
槽
施
工
技

術
特
別
講
習
会
受
講
証
の
写
し

⑨
機
能
保
証
制
度
に
基
づ
く
保
証

登
録
証
の
写
し

⑩
浄
化
槽
法
第
７
条
お
よ
び
第
11

条
検
査
手
数
料
払
込
証
明
書

⑪
補
助
金
交
付
申
請
者
本
人
の
最

新
の
納
税
証
明
書
（
市
区
町
村

が
発
行
す
る
も
の
）

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
環
境

保
全
課
（
☎
22

－

３
４
１
３
）
へ

保険料率は２年ごとに改定を行うこととなっており、平成30年度および平成31年度の保険料率（被保険者均等割額・
所得割率）が決定しました。また、制度の見直しや政令改正により、保険料の上限額や被保険者均等割額・所得割
額の軽減を改定しています。
被保険者一人ひとりに納めていただく保険料は、公費や現役世代の支援金とともに大切な財源となります。

被保険者均等割額 　52,913円（被保険者全員が等しく負担） 所得割率　10.34％（被保険者が所得に応じて負担）

●保険料の計算方法…被保険者均等割額と所得割額を合計して、個人単位で計算します。
保険料 ＝ 被保険者均等割額52,913円 ＋｛（総所得金額等－33万円）×所得割率10.34％｝
　平成30年度から保険料の年額の上限は57万円から62万円になります。
●保険料の軽減…所得の低い方および被用者保険（国保・国保組合以外の健康保険)の被扶養者であった方は、平成30年

度は次のとおり保険料が軽減されます。

問い合わせは　保険年金課（☎22−8064）または徳島県後期高齢者医療広域連合事務局事業課（☎088−677−3666）へ

所得割額の軽減廃止

被保険者の基礎控除（33万円）後の総所得金額等に応
じて、所得割額が軽減されていましたが、制度の見直し
により平成30年度から廃止されます。
【所得割額の軽減割合】　２割軽減 → 軽減なし

被用者保険の被扶養者であった場合の軽減

後期高齢者医療制度加入の前日まで、被用者保険（国
保・国保組合以外の健康保険）の被扶養者となっていた
方が対象となります。
ただし、所得の低い方に対する均等割額の軽減にも該当
する方については、いずれか大きい方の額が軽減されます。
【均等割額の軽減割合】　７割軽減 → ５割軽減

均等割額 所得割額

５割軽減 負担なし

被保険者均等割額の軽減

世帯主と世帯の被保険者の所得額の合計に応じて、均等
割額が世帯単位で軽減されます。
【軽減対象の拡充】下表「世帯の所得額の合計」欄中
軽減割合５割について　27万円 → 27万5,000円
軽減割合２割について　49万円 →50万円

世帯の所得額の合計 均等割額の
軽減割合

33万円以下で、世帯内の被保険者全員の所得が
ない（年金収入80万円以下） ９割

33万円以下 8.5割

33万円＋（27万5,000円×被保険者数）以下 ５割

33万円＋（50万円×被保険者数）以下 ２割

【後期高齢者医療制度】保険料率改定のお知らせ
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平成30年度　阿南市成人大学講座実施計画
日　　時 テーマ 場　　所 内　　容 講　　　　　師

５月19日㈯
15:00～

◇開講式
第１回講座

ひまわり会館
ふれあいホール 未定 ㈱メディアドゥ　　　　　　　

社長　藤田恭嗣さん
５月26日㈯
8:30～10:00　　

第２回講座
ボランティア 未定 環境美化活動

６月９日㈯
10:30～

第３回講座
歴　史 ひまわり会館 阿南と古事記 阿波古事記研究会

副会長　三村隆範さん
６月23日㈯
15:00～

第４回講座
防　災 富岡公民館 避難所開設時の訓

練
阿南市危機管理課
危機管理監

７月７日㈯
15:00～

第５回講座
天　文

ひまわり会館
ふれあいホール JAXA講演会 JAXA講師

７月23日㈪～26日㈭
18:00～20:00

選択講座　　　　　
情　報

富岡公民館
ＯＡ室 パソコン実技 上田泰生さん

古住勝美さん　ほか

９月下旬 選択講座　　　　           　
現地研修 美波町 防災学習　　　　　　　　

薬王寺　

10月14日㈰ 選択講座
現地研修 岡山方面 閑谷学校、　　　　　　　

備前長船刀剣博物館

11月13日㈫ 選択講座
現地研修 那賀町 ドローン学習　　　　　

太龍寺
11月24日㈯
10:00～　14:00～

選択講座
健　康

ひまわり会館
グルメルーム 健康食 食生活推進委員

井村玉惠さん
12月９日㈰
9:00～

第６回講座
人権フェスティバル参加

文化会館
夢ホール 未定 未定

１月26日㈯
13:30～

第７回講座
生涯学習推進大会参加 ひまわり会館 未定 未定

２月17日㈰
15:00～

第８回講座　
人　権　◇閉講式

ひまわり会館
ふれあいホール

発達障害に関する
理解

総合教育センター
指導主事　大久保秀明さん

10月上旬～２月上旬         
平日午前 出張講座　　　　　　　　 那賀町、美波町　

牟岐町、海陽町 調理 未定

講座内容・日程　別表の予定（未定は現在調整中）　　定員　130人
※定員以上の場合は抽選を行い、開講通知の案内をもって当選案内とさせていただきます。
受講資格　学習意欲のある人　　受講料　年間1,500円（料理教室、現地研修などは実費負担があります）
受講場所　ひまわり会館ほか
申込方法　はがきに住所、氏名、フリガナ、電話番号、携帯電話番号を記入の上、４月16日㈪までに生涯学習
課へ送付してください。なお、電話での受付はいたしません。
申込み・問い合わせは　〒774-8501　富岡町トノ町12番地３　生涯学習課（☎22−3391）へ

「徳島県よろず支援拠点」は、経済産業省・中小企業庁の事
業により、各都道府県に１カ所ずつ設置された経営相談所で
す。中小企業・小規模事業者の皆さまの起業から IT 活用、
販路相談、施策活用などのさまざまな経営相談を承っており
ます。経営上のご相談があるときは、お気軽にご連絡ください。
日時　４月11日㈬、５月９日㈬、６月13日㈬
　　　10:00 ～ 16:00
　　　※毎月第２水曜日に開催
場所　南部総合県民局阿南庁舎 3階　協議室
問 い 合 わ せ は　徳島県よろず支援拠点（☎088−654−0103）

または商工観光労政課（☎22−3290）へ

宅地建物取引士等による無料相談会を開催しま
す。空き家・空土地に関して、相談してみたい
とお考えの方は、ぜひこの機会をご活用くださ
い。
日時　４月10日㈫　10:00～16:00
　　　※毎月第２火曜日に開催
場所　市役所１階　多目的スペース
　　　（正面玄関入ってすぐ右）
問い合わせは　徳島県宅地建物取引業協会阿南・

海部支部（☎23−6362）または
住宅・建築課（☎22−3431）へ

南阿波（阿南・那賀・美波・牟岐・海陽）定住自立圏連携事業

第42回（平成30年度）成人大学受講生募集

徳島県よろず支援拠点
県南部サテライト相談所のご案内

空き家・空土地
有効活用相談会のお知らせ
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男女が共にいきいきと生活できる男女共同参画社会を実現するた
めには、まず家庭から。男性の皆さん、簡単な料理から楽しく学
んでみませんか。
日時　５月８日㈫、22日㈫、６月５日㈫、26日㈫、７月10日㈫　

10:00～13:00
場所　ひまわり会館３階　グルメルーム
募集定員　先着30人
参加費　１回500円（材料費として当日集金）
申込方法　住所、氏名、年齢、電話番号を記入の上、電話、ファ

クスまたははがきでお申し込みください。
申込期間　４月２日㈪～13日㈮（当日消印有効）
※いただいた個人情報は目的以外に使用しません。
申込み・問い合わせは　
〒774-8501　富岡町トノ町12番地３　男女共同参画室
（☎22−7401・FAX22−4785）へ

子育て・介護で外に出て
いけない。そんな風に悩
んでいる方、時間や場所
にとらわれないテレワー
クという働き方をご存知
ですか。阿南市では女性
活躍を支援するため、「あ
なんテレワーク推進セン
ター」を昨年6月にオー
プンし、10月には10人
の女性テレワーカーを養
成、既に在宅ワークで活躍されています。
ワークショップでは、在宅での仕事の始め方や女性
テレワーカーの体験談を聞くこともでき、テレワー
クについての悩みや質問にもお答えします。お子さ
ま連れ、幅広い年代の方、大歓迎です。気兼ねなく
みんなでワイワイ話しませんか。
日時　４月20日㈮　10:00～12:00
場所　あなんテレワーク推進センター
　　　（牛岐城趾公園管理事務所2階）
※お車でお越しの際は、市役所駐車場をご利用くだ
さい。

対象　市内在住の女性
定員　10人（先着順）
参加費　無料
申込方法　住所、氏名、年齢、電話番号、お子さま連れ

の場合はお子さまの年齢を記入の上、電
話またはファクスでお申し込みください。

申込締切日　４月17日㈫
※いただいた個人情報は目的以外に使用しません。
申込み・問い合わせは　
〒774-8501　富岡町トノ町12番地３　男女共同参
画室（☎22−7401・FAX22−4785）へ

女性の活躍推進に向けて「あなんテレ
ワーク推進センター」では毎月楽しい
イベントを開催しています。ぜひご参
加ください！
日程　

▼４月11日㈬　 パソコン・インター
ネットの基礎を学ぼう

▼４月27日㈮　Google の便利な機
能を学ぼう

時間　10:30～12:00（１時間30分）　
対象・定員　市内在住の女性、各８人程度
場所　あなんテレワーク推進センター（牛岐城趾公園管理事務所

２階） 
※お車でお越しの際は、市役所駐車場をご利用ください。
持参物　パソコン（２台までレンタルパソコンがあります）　
参加費　無料
申込方法　電話、ファクスまたはメールで、氏名、年齢、電話番
号、希望日、お子さま連れの場合はお子さまの年齢、レンタルパ
ソコンが必要な方はその旨をご記入の上、お申し込みください。
問い合わせは　あなんテレワーク推進センター（テレワークひろば）
（☎・FAX24−8009）へ　e-mail:anan@child-rin-tokushima.com
※開館日は月、水、金曜日（祝日は除く）10:00～15:00

オイルの入ったガラス瓶にドライフラワー・プリザー
ブドフラワーを入れてインテリアとして飾ります。
日時　５月12日㈯　10:30～
場所　勤労青少年ホーム２階　集会室
定員　10人
対象　市内に居住または職場を有する35歳までの

勤労青少年（学生を除く）
参加費　500円
※当ホーム未登録者は、利用者協議会費1,000円（年
会費）が必要

講師　榎本貴美由さん
申込締切日　５月２日㈬
申込み・問い合わせは　
勤労青少年ホーム（☎42−4572）へ
※受付時間は平日13:00～20:00

パートナーシップセミナー
男性料理教室（前期）
参加者募集

～あなんの女性の新しい働き方へ～　
ワークショップ参加者募集

あなんテレワーク推進センター
イベント情報！

勤労青少年ホーム
ハーバリウム作り
短期講座受講者募集

適正な地価形成や地価情報の普及等のため「不動産鑑定士による
不動産の価格に関する無料相談会」を開催します。
日時　４月５日㈭　10:00～16:00
場所　阿南市商工業振興センター１階　産業開発室
問い合わせは　徳島県不動産鑑定士協会（☎088−623−7244）

または企画政策課（☎22−3429）へ

不動産の無料相談会
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美しいあなんを求めて 連載㉝〜下水道〜

公共下水道供用開始区域が４月１日から広がります
公共下水道を使用できる区域（供用開始区
域）に該当する方は、お早めに下水道に接続
してください。接続工事は、必ず排水設備指
定工事店（市ホームページ掲載）に依頼して
ください。
一定期間内に下水道へ接続される方（新築を
除く）には、助成金制度を設けています。
また、平成30年度供用開始区域の土地につ
いて、受益者負担金の徴収猶予を受けられて
いる方は、未供用による猶予が取消しとなり、
８月から徴収開始となりますのでご確認くだ
さい。なお、平成29年８月以降、土地の売
買や相続等により受益者が変更になっている
場合は、下水道課までご連絡ください。

問い合わせは　下水道課（☎22−1796）へ

凡　　例

道路	
ＪＲ軌道	
事業区域	
これまでの供用開始区域	
今回の供用開始区域	

富岡西郵便局◦

JR阿南駅◦

◦文化会館

◦
富岡西高校

阿南市役所
◦

平成30年４月１日
から供用開始区域

阿南市では、平成30年度からボランティアに
よる公園の美化活動を行う「パークアドプト事
業」に参加していただける団体を募集しています。
パークアドプト事業とは、公園の一定区画を、
市民が愛情をもって清掃等の美化活動を行うこ
とにより、地域に対する愛着心、公園への美化・
愛護に対する市民意識の高揚を図ることを目的
とし、市と市民の協働によるまちづくりを推進
するものです。
参加要件は、自治会等の住民団体、企業または
その従業員、小学生・中学生・高校生等で構成
された5人以上の団体となります。
くわしくは市ホームページをご覧いただくか、
公園緑地課までお問い合わせください。
問い合わせは　公園緑地課（☎22−9293）へ

聴覚障がいがある方の社会参加促進を目的に、コミュニケーションを
円滑に行えるよう支援するため、手話奉仕員養成講座を実施します。
対象　市内在住の方でこれまでに受講されていない方
日時　５月８日㈫～10月９日㈫の毎週火曜日　19:00～20:40
場所　ひまわり会館　21世紀室
内容　入門課程講習（講義３回・実技19回）
受講料　無料（テキスト代は必要）
募集人数　40人（申込順）
申込方法　電話または福祉課窓口にて４月27日㈮までにお申し込み

ください。
申込み・問い合わせは　福祉課（☎22−1592）へ

平成29年度コミュニティ助成事業
（一般コミュニティ助成事業）によ
り、桑野地域振興協議会がテント・
机等を整備しました。地域行事・野
外での活動拠点としての利用等によ
り、地域の結びつきや地域コミュニ
ティ活動の一層の充実・発展を図り
ます。

桑野公民館

「パークアドプト」
参加団体募集！

手話奉仕員養成講座受講者募集

宝くじ助成事業で備品を整備

※このコミュニティ助成事業は、宝
くじの社会貢献広報事業として、一
般財団法人自治総合センターが、宝
くじの受託事業収入を財源として実
施しています。

羽ノ浦町春日野地区の約32ha において、公共
下水道に関する地元説明会を開催します。
日時　４月26日㈭　19:00～
場所　勤労女性センター１階　講習室
対象者　羽ノ浦町春日野団地在住の方、羽ノ浦

町宮倉橋ノ本および羽ノ浦町宮倉高田
在住の方

問い合わせは　環境保全課（☎22−3413）へ

阿南市公共下水道・
春日野処理区の
地元説明会について
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■展示コーナー　10:00～20:00
※初日は開始時間が12:00、最終日は終了時間が15:00。

○みんなの「はな・はる」展　27日㈫～４月８日㈰
○押花額作品展　10日㈫～22日㈰
○第3回　國久竹細工展　24日㈫～５月６日㈰
■体験コーナー

○親子で癒すチャイルドケア～ハンドケア編～
　14日㈯　13:00～14:30　【申込締切日】13日㈮　
【参加費】500円　【定員】６人　【持参物】タオル
○～楽しくプリザーブドフラワーレッスン～　
　22日㈰　13:00～15:00　【申込締切日】20日㈮
【参加費】2,500円　【定員】10人　【持参物】なし

光 ４月の催しのまちステーションプラザ

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り常時開催中！
問い合わせは　光のまちステーションプラザ（☎24−3141）へ

２月定例会（２月22日開催）で、次の内容に
ついて審議し、承認されました。

教育委員会定例会だより

●教育長報告
①アカデミック・プログレス・プロジェクト報告会について
②教職員人事異動関係について

●平成29年度幼稚園・小学校・中学校卒業（修了）証書
授与式について
※定例会の日時は、市ホームページでお知らせしています。
　くわしくはお問い合わせください。

問い合わせは　教育総務課（☎22−3299）へ
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る　

海
の
家
で
は
老
若
男
女
い
い

笑
顔
と
い
い
声　

セ
ミ
の
鳴
き
声

と
湿
っ
た
南
風
を
体
に
受
け
、
ラ

テ
ン
の
曲
が
頭
を
占
領　

雲
一
つ

な
い
大
空
の
下
で
も
ぎ
と
っ
た
ト

マ
ト
と
き
ゅ
う
り
を
ご
馳ち

走そ
う

に
朝

ま
で
仲
間
と
意
見
交
換　

阿
波
踊

り
の
音
色
が
普
段
会
え
な
い
人
た

ち
と
の
距
離
を
埋
め
て
い
く　

時

富岡町
長谷 信夫さん

問い合わせは　野球のまち推進課（☎22－1297）へ

○第11回西日本生涯還暦野球大会
20日㈮　15:00～15:30　開会式
21日㈯、22日㈰　9:00～15:00　試合

　市内市民球場、那賀町・美波町・海陽町の各球場で同時開催。
○四国アイランドリーグplus
  4日㈬　18:00～　徳島対福岡ソフトバンクホークス３軍
  5日㈭　18:00～　徳島対福岡ソフトバンクホークス３軍
  7日㈯　18:00～　徳島対愛媛マンダリンパイレーツ
15日㈰　13:00～　徳島対愛媛マンダリンパイレーツ

球場へ行こう!
JAアグリあなんスタジアムほか

４月の日程

通勤通学時の交通事故防止について
４月は進学と就職の季節です。それに伴い通勤、通学の際
に、自動車や自転車を利用する人が増え、交通事故が増加
する傾向にあります。
自動車や自転車を利用する機会のある方は、歩行者（特に高
齢者や子ども）に十分注意して運転するよう心がけてください。
問い合わせは　阿南警察署（☎22−0110）へ

阿南警察署だより

あぶない ! こんなに事故が

交通事故
件　　数
死　　者
負 傷 者

228件（  417）
1人（      1）
34人（    47）

救　　急 件　　数
搬送人員

286件（  595）
277人（  577）

火　　災 件　　数
損 害 額

2件（  7）
0千円（43千円）

●阿南署管内平成30年２月分合計。カッコ内は平成30年の合計。
　損害額は未確定分を含んでいません。

誌面の都合により、人権啓発コーナー「ひまわり」(22) は
５月号に掲載します。
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お
よ
び
良
質
な
環
境
づ
く
り
、
高
齢
者
・
障
が
い

者
福
祉
の
充
実
、
生
活
関
連
道
路
等
の
基
盤
整
備

な
ど
市
民
生
活
に
密
着
し
た
事
業
を
最
優
先
す
る

と
と
も
に
、
公
共
施
設
等
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
目

的
と
し
た
個
別
施
設
計
画
の
策
定
な
ど
に
も
、
積

極
的
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
一
人
一
人
が
生
き
が

い
と
誇
り
を
持
ち
、
安
全
・
安
心
で
、
市
民
幸
福

度
が
高
く
、
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
を
は
か
る
こ
と
を
念
頭
に
編
成
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
社
会
保
障
関
連
経
費
の
自
然
増
が
見

込
ま
れ
る
な
ど
、
地
方
財
政
を
取
り
ま
く
環
境
は

さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
す
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
行
財

政
全
般
に
わ
た
る
事
務
事
業

の
改
善
を
積
極
的
か
つ
計
画

的
に
す
す
め
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
を
招
く
こ
と
が
な

い
よ
う
、
持
続
可
能
な
行
政

運
営
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

平成30年度
一般会計
当初予算

阿南市財政事情の公表に関する条例第２条の規定に基づき、平成29年度および平成
30年度に係る財政事情を公表します。　平成30年４月１日　阿南市長　岩浅嘉仁　

343億6,000万円
　

市
民
の
皆
さ
ま
に
本
市
の
財
政
が
ど
の
よ
う

に
運
営
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か

を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
年
に
２
回（
４
・

10
月
）
市
の
財
政
事
情
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
当
初
予
算
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、

一
般
会
計
が
３
４
３
億
６
０
０
０
万
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
１
・
８
％
の
増
、
特
別
会
計
の
合
計

が
前
年
度
比
９・９
％
減
の
１
８
０
億
８
１
５
７

万
円
、水
道
事
業
会
計
は
収
益
的
支
出
で
２・１

％
増
の
15
億
２
６
１
２
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
年
度
予
算
は
、
第
５
次
阿
南
市
総
合
計
画

「
し
あ
わ
せ
阿
南
２
０
２
０
」
の
基
本
理
念
に

沿
っ
て
、「
守
り
・
育
む
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

施
策
の
選
択
と
集
中
の
考
え
方
の
下
、
あ
な
ん

〔
地
域
好
循
環
〕
総
合
戦
略
に
掲
げ
た
各
種
施

策
を
は
じ
め
、
当
面
の
課
題
で
あ
る
保
健
・
地

域
医
療
の
充
実
、
南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
と
す
る

巨
大
地
震
へ
の
対
策
、
移
住
・
定
住
の
促
進
な

ど
の
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
施
策
を
柱
と
し
て
、

将
来
の
阿
南
市
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援

市税
133億
4,887万円

（38.8％）

市債
38億1,670万円

（11.1％）

地方交付税
32億5,500万円

（9.5％）

県支出金
22億5,981万円

（6.6％）
国庫支出金
45億7,843万円
　　　（13.3％）

繰入金 
35億6,286万円

（10.4％）その他
自主財源 
16億4,398万円（4.8％）

その他依存財源
18億9,435万円

（5.5％）

歳入
343億
6,000万円

自
主
財
源
　54・０
％

依
存
財
源
　46・０
％

■その他依存財源の内訳
地方譲与税 3億2,700万円
利子割交付金 1,600万円
配当割交付金 5,900万円
株式等譲渡所得割交付金 6,300万円
地方消費税交付金 13億1,100万円
ゴルフ場利用税交付金 2,600万円
自動車取得税交付金 5,200万円
国有提供施設等所在市町村助成交付金 85万円
地方特例交付金 3,000万円
交通安全対策特別交付金 950万円

■その他自主財源の内訳
分担金及び負担金 3億9,619万円
使用料及び手数料 4億4,532万円
財産収入 1,036万円
寄附金 101万円
繰越金 1万円
諸収入 7億9,109万円

《歳入の内訳》

《歳出の内訳》

注）金額は万円未満を端数調整しています。

歳出
343億

6,000万円

人件費 74億1,360万円（21.6%） 議会費 3億1,475万円（0.9％） 
総務費 30億5,756万円0（8.9％） 
民生費 101億4,642万円（29.5％） 
衛生費 50億5,748万円（14.7％） 
労働費 2,218万円（0.1％） 
農林水産業費 8億7,342万円（2.6％） 
商工費 2億8,536万円（0.8％） 
土木費 29億8,898万円（8.7％） 
消防費 13億5,627万円（4.0％） 
教育費 32億2,685万円0（9.4％） 
災害復旧費 1,320万円（0.0％） 
公債費 30億9,134万円（9.0％） 
諸支出金 38億9,619万円（11.3％） 
予備費 3,000万円（0.1％） 

物件費 50億2,186万円（14.6％） 
維持補修費 3億1,130万円（0.9％） 
扶助費 59億9,139万円（17.4％） 
補助費等 28億7,601万円（8.4％） 
普通建設事業費
 53億8,054万円（15.7％） 
災害復旧費 1,320万円（0.0％） 
公債費 30億9,134万円（9.0％） 
積立金 10億2万円（2.9％） 
貸付金 5億8,150万円（1.7％） 
繰出金 26億4,924万円（7.7％） 
予備費 3,000万円（0.1％） 

　

目
的
別
歳
出 

１
０
０
％

性
質
別
歳
出 

１
０
０
％

広報あ な ん 2018.04　14



当初予算の主要事業

１．心地よく住みやすいまちをつくる

32億7,838万円

市街地の整備…立地適正化計画策定、阿南駅周辺整備
道路・交通網等の整備…道路橋りょう新設・改良、舗
装、側溝整備、四国横断道整備促進、市道トンネル
点検、道の駅基本計画策定

住宅の整備…春日野団地建設
下水道の整備…都市下水路整備
防災・消防・防犯体制の整備…那賀川辰巳樋門津波対
策検討業務、木造住宅耐震改修促進、住まいの安全・
安心リフォーム支援、危険廃屋等除却支援、防災公
園整備（富岡東部地区）、地区別津波避難計画策定、
工地地区津波避難場所整備、自主防災組織育成、災
害対策非常用備蓄品確保、J-ALERT 更新、消防施
設整備、小型多目的搬送車（軽救急車）配備

地域情報化の推進…電子自治体の構築、番号法関連経
費、基幹システム元号改正対応、住民票等コンビニ
交付関連経費、セキュリティクラウドの運用

２．健やかで笑顔のあるまちをつくる

121億9,217万円
地域福祉の推進、保健・医療の充実…葬斎場設備改修、
自殺対策計画策定、生活困窮者自立支援、社会福祉
事業等活動費補助、骨髄移植ドナー等支援、休日・
夜間当番医制運営、定期予防接種、妊婦一般健康診
査、妊婦訪問、不妊治療費助成、女性特有のがん検
診推進、阿南健康づくりセンター建設、阿南医療セ
ンター整備補助

高齢者福祉・子育て支援・障がい者福祉の充実…市町
村障がい者地域生活支援、人工内耳体外機購入費用
助成、障がい者総合支援給付、災害時視覚障がい者
支援ビブスの配付、高齢者住宅改造促進、高齢者福
祉施設等防災減災促進事業補助、敬老会助成、第 2
期子ども・子育て支援事業計画策定、公立保育所遊
具更新、児童手当給付、放課後児童クラブ運営、病児・
病後児保育、ファミリーサポートセンター運営、高
齢者・子どものインフルエンザ予防接種助成、こど
も医療費助成、未熟児養育医療費助成、新生児聴覚
スクリーニング検査、中学生ピロリ菌検査、こども
フェスティバル、介護保険料負担調整（第 7期計画）

３．美しくひかり輝くまちをつくる

8億1,877万円
環境循環型社会の形成…住宅用太陽光発電システム導
入支援、生物多様性保全・活用事業支援、資源ごみ
回収団体奨励金、電気式（乾燥式）生ごみ処理機購
入助成

治山・治水の推進…急傾斜地崩壊対策、準用河川大谷
川整備

衛生環境行政の充実…し尿処理施設設備検討業務

４．活力と夢を育むまちをつくる

5億9,223万円

農林漁業の振興…就農誘致モデル事業補助、地域農業振
興、経営所得安定対策、人・農地問題解決支援、農産
物スーパー産地化推進、林地台帳システム整備、森林
整備地域活動支援、水産振興事業補助、農道トンネル
点検、農業用施設整備、多面的機能支払交付

商工業・観光の振興等…光のまちづくり事業補助、あな
んスマート・ワークオフィス管理運営、「四国の右下」
版DMO設立、AMA地域連携・交流、起業力養成講
座開設、台湾BaseBall フェスティバル実行委員会負
担金

消費者行政の充実…消費生活センター等運営

５．豊かな心と学びのあるまちをつくる

10億4,472万円
生涯学習環境の整備…ふるさと活性 21活動補助、公民
館施設建物調査、椿公民館耐震診断、橘公民館エレベー
ター設置工事、大野公民館整備、阿南図書館耐震診断

学校教育等の充実…小・中学校・幼稚園施設建物調査、
阿南中学校土砂待受擁壁整備、小学校遊具点検、学校
図書館サポーター増員、児童・生徒用パソコン等更新、
私立幼稚園施設型給付負担金等支援、外国語教育指導
員増員、外国青年招致、小・中学校配膳室整備

人権の尊重…人権フェスティバル開催
男女共同参画社会の推進…配偶者暴力相談支援センター
運営、あなんテレワーク推進センター運営、第 3次
阿南市男女参画基本計画策定

健康増進・体力づくりと生涯スポーツの振興…日本体育
大学連携、那賀川B&G海洋センター体育館耐震診断、
（仮称）阿南海洋センター次世代型艇庫整備

豊かな歴史文化の継承と新しい文化の創造等…文化会
館・情報文化センター指定管理者業務、若杉山遺跡調
査

６．みんなで築くまちをつくる

49億3,122万円
地域コミュニティの形成、移住・定住の促進等…婚活応
援、地域おこし活動支援、「四国の右下」若者創生事業、
わたしのまちの創生事業、UIJ ターン促進

市民と行政との協働体制の推進…阿南市広報番組制作、
市制施行60周年記念事業、大正大学との地域構想連
携研究

広域行政の推進…１市４町定住自立圏構想推進、定住自
立圏共生ビジョンの展開

効率的な行政運営…人事評価制度運用支援業務委託、東
京事務所運営

健全な財政運営…地方公会計財務書類作成等、公共施設
個別施設計画策定マネジメント業務、輝けあなんふる
さと創造基金造成、長期債の償還
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平成29年度一般会計予算の執行概況
歳　　　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　　　出

区　　　　分 平成29年度現計予算
（３月補正・繰越含む）

収入済額
（平成30年２月28日現在） 区　　　　分 平成29年度現計予算

（３月補正含む）
支出済額

（平成30年２月28日現在）
市 税 136億7,869 124億4,504 議 会 費 3億458 2億7,617
地 方 譲 与 税 3億2,100 2億554 総 務 費 39億8,415 29億5,780
利 子 割 交 付 金 1,200 1,217 民 生 費 108億976 90億4,197
配 当 割 交 付 金 8,700 3,075 衛 生 費 65億2,220 33億7,186
株式等譲渡所得割交付金 4,900 0 労 働 費 2,259 1,942
地 方 消 費 税 交 付 金 13億 9億7,090 農 林 水 産 業 費 11億2,497 4億8,716
ゴルフ場利用税交付金 2,600 1,824 商 工 費 3億7,585 2億7,195
自 動 車 取 得 税 交 付 金 4,800 3,352 土 木 費 28億5,645 11億4,030
国有提供施設等所在市町村助成交付金 85 80 消 防 費 12億5,940 9億9,547
地 方 特 例 交 付 金 782 782 教 育 費 59億6,253 27億1,266
地 方 交 付 税 41億2,315 35億4,503 災 害 復 旧 費 6,955 4,265
交通安全対策特別交付金 950 371 公 債 費 32億1,346 16億2,674
分 担 金 及 び 負 担 金 4億202 3億3,231 諸 支 出 金 32億3,724 19億3,701
使 用 料 及 び 手 数 料 4億6,146 3億7,085 予 備 費 2,800 0 
国 庫 支 出 金 52億3,415 35億7,786 合　　　　計 397億7,073 248億8,116
県 支 出 金 27億7,225 2億8,464
財 産 収 入 4,165 3,242
寄 附 金 3,658 3,673
繰 入 金 34億7,535 197
繰 越 金 15億9,478 15億9,477
諸 収 入 7億8,138 1億2,643
市 債 53億810 0 

合　　　　計 397億7,073 236億3,150

（単位：万円）

平成29年度現計予算、収入済額および支出済額は、
平成28年度繰越明許費を含んでいます。

水道事業会計の状況

区　　　分 平成30年度
当 初（A）

平成29年度
当 初（B）

比　　較
（A－B）

収 益 的 収 　 入 17億5,720 18億1,056 △5,336
支 　 出 15億2,612 14億9,520 3,092

資 本 的 収 　 入 2億4,724 6億9,281 △4億4,557
支 　 出 8億5,209 13億1,208 △4億5,999

平成29年度
現 計 予 算
（３月補正含む）

収 入 済 額
（平成30年

２月28日現在）

支 出 済 額
（平成30年

２月28日現在）

18億1,056 13億2,526
14億9,520 5億2,635
6億9,281 0
13億1,208 4億1,788

（単位：万円）

会　　　計　　　名 平成30年度
当 初（A）

平成29年度
当 初（B）

比　　較
（A－B）

住宅新築資金等貸付事業特別会計 548 916 △368
加茂谷財産区運営事業特別会計 36 36 0
伊島財産区運営事業特別会計 182 178 4
国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 75億9,700 98億8,100 △22億8,400
加 茂 谷 診 療 所 事 業 特 別 会 計 9,480 9,300 180
伊 島 診 療 所 事 業 特 別 会 計 1,800 1,800 0
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 5億1,860 6億3,630 △1億1,770
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 81億7,800 77億8,700 3億9,100
伊島地区生活排水処理事業特別会計 710 730 △20
学 校 給 食 事 業 特 別 会 計 3億8,900 3億9,400 △500
奨 学 資 金 貸 付 事 業 特 別 会 計 1,921 1,681 240
春日野地域下水道事業特別会計 3,900 5,050 △1,150
羽ノ浦農業集落排水事業特別会計 1億2,600 1億4,720 △2,120
豊香野地区生活排水処理事業特別会計 540 600 △60
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 10億7,220 10億1,740 5,480
西春日野生活排水処理事業特別会計 960 1,000 △ 40

平成29年度
現 計 予 算

（３月補正・繰越含む）

収 入 済 額
（平成30年
２月28日現在）

支 出 済 額
（平成30年
２月28日現在）

916 415 183
36 36 0 
178 177 0 

101億3,525 66億6,709 77億4,655
9,708 6,631 6,115
1,800 581 1,092

7億4,689 5,279 3億5,271
81億914 70億9,407 65億5,354
1,053 965 333

3億9,400 2億9,745 2億6,417
1,681 1,394 820
5,320 3,324 1,526

1億4,970 3,730 7,220
600 527 222

10億6,564 7億8,379 7億6,152
1,700 1,506 479

特別会計の状況
（単位：万円）平成29年度現計予算、収入済額および支出済額は、平成28年度繰越明許費を含んでいます。
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■市有財産の状況（平成29年３月31日現在）
区　分 土　地（㎡） 建　物（㎡）
行政財産 1,965,595 422,391 
普通財産 43,444 1,256 

■基金の状況（平成29年度末現在高見込み）
財 政 調 整 基 金 98億5,410万円
減　債　基　金 31億5,554万円
特 定 目 的 基 金 39億437万円
定額資金運用基金 4億9,689万円

■市税負担の概況
市税総額　133億4,887万円
●１世帯当たりの税額　	 433,532円
●１人当たりの税額　　	 180,020円

■行政経費支出の概況
●１世帯当たりの支出額	1,115,910円
●１人当たりの支出額　　	463,373円

※２月末現在の人口（74,152人）、
　世帯数（30,791世帯）より試算

■市債現在高の状況 （単位：万円・％）

区　　　　分
平成29年度末現在高見込み 平成30年度末現在高見込み
見　込　額 構成比 見　込　額 構成比

⑴ 普　　通　　債 276億7,085 75.7 283億6,337 75.4 
１総　　　　　　務 37億7,458 10.3 46億539 12.3 
２民　　　　　　生 12億3,680 3.4 11億6,998 3.1 
３衛　　　　　　生 41億2,470 11.3 39億9,456 10.6 
４農　林　水　産 6億4,192 1.8 5億3,011 1.4 
５商　　　　　　工 4,320 0.1 3,970 0.1 
６土　　　　　　木 62億9,773 17.2 65億5,361 17.4 
７公　営　住　宅 14億1,407 3.9 14億6,719 3.9 
８消　　　　　　防 22億6,928 6.2 21億6,602 5.8 
９教　　　　　　育 78億6,857 21.5 78億3,681 20.8 

⑵ 災 害 復 旧 債 １億1,999 0.3 １億351 0.3 
１補　助　災　害 1億1,999 0.3 １億351 0.3 

⑶ そ　　の　　他 87億7,430 24.0 91億2,326 24.3 
１減 収 補 て ん 債 1億8,750 0.5 6,250 0.2 
２減 税 補 て ん 債 3億3,112 0.9 2億4,631 0.7 
３一般会計出資債 3億6,295 1.0 3億4,469 0.9 
４臨時財政対策債 78億9,273 21.6 84億6,976 22.5 
合　　　　計 365億6,514 100.0 375億9,014 100.0 

定員管理の状況

●部門別職員数の状況と主な増減理由 （各年４月１日現在） （単位：人）
職　員　数 対前年

増減数 主な増減理由平成28年 平成29年

一
般
行
政
部
門

議 会 6 6 0
総務・企画 119 114 △ 5 事務の民間等委託による減
税 務 36 36 0
民 生 204 215 11 待機児童対策にかかる保育士の増　ほか
衛 生 76 73 △ 3 退職不補充による減
農 林 水 産 30 29 △ 1 業務体制の見直しによる減
商 工 13 14 1 業務量の増加による増
土 木 67 67 0
小 計 551 554 3

特 別 行 政
部 　 　 門

教 育 149 152 3 業務量の増加による増
消 防 107 109 2 業務量の増加による増
小 計 256 261 5

普 通 会 計 807 815 8

公営企業会計
等 部 門

病 院 2 2 0
水 道 17 14 △ 3 組織の見直しによる減
下 水 道 10 10 0
そ の 他 26 26 0
小 計 55 52 △ 3

合 計 862 867 5
※職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者 ・派遣職員などを含み、臨時および非常勤職員を除く。
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■職員の初任給の状況

区　　分
阿　南　市 国

決定初任給 採用２年経過
日の給料額 初任給 採用２年経過

日の給料額

一
般
職

大学卒 179,200円 191,100円 179,200円 191,100円
高校卒 147,100円 158,300円 147,100円 158,300円

（１人当たり給与費592万円）

■一般行政職の級別職員数の状況　平成29年度

定型的な業務を行う職務　51人

特に高度の知識ま
たは経験を必要と
する業務を行う職
務　59人

主任の職務
　33人

１
級

７
級

２級

３級

４級
５級

６級

課長補佐および主査の
職務またはこれに相当
する職務　129人

参事および課長および主
幹の職務またはこれに相
当する職務　56人

部長の職務またはこれに
相当する職務　13人

係長の職務または困
難な業務を行う主任
の職務　65人

職員数
406人

阿南市職員の給与の現状

■人件費の状況
平成29年度  
一般会計3月補正後予算総額　371億5450万円

人件費
72億8841万円
（19.6%）

平成29年度
一般会計12月補正後
給与費予算額

48億3,347万6千円

給料
29億284万9千円
（60.1%）

期末勤勉手当
12億1,424万8千円

（25.1%）

その他
7億1,637万9千円

（14.8%）

■職員給与費の状況

■扶養手当の状況（平成29年度支給月額）

扶　養　親　族 支給月額
配偶者 10,000円

子等配偶者以外の扶養親族 1人につき8,000円

配偶者のいない職員の扶養親族
１人目 9,000円

満16歳の年度始めから22歳の
年度末までの子

1人につき
5,000円を加算

■住居手当の状況

区　　　分 内容（支給月額） 国の制度
との異同

借
家
（
間
）

月額23,000円
以下の家賃

家賃から12,000円
を控除した額 同

月額23,000円を
超える家賃

27,000円を限度と
し算定した額 同

■職員の平均給料月額および平均年齢の状況
区　　　分 平均給料月額 平均年齢

一般職（普通会計） 296,933円 41.04歳

■職員の経験年数別平均給料月額の状況
区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年
一
般
職

大学卒 254,600円 303,900円 347,400円
高校卒 225,500円 258,100円 308,000円

■期末、勤勉手当の状況（平成29年度支給割合）

期末手当 勤勉手当 職
制
上
の
段
階
、
職
務
の

級
等
に
よ
る
加
算
措
置
有

6月期 （1.025月分） （1.05月分）
1.225月分 0.85月分

12月期 （1.175月分） （1.15月分）
1.375月分 0.95月分

計 （2.2月分） （2.2月分）
2.6月分 1.8月分

カッコ内は特定管理職員

■退職手当の状況（支給割合）

勤続20年 勤続25年 勤続35年 最高限度額

自 己 都 合 20.445月分 29.145月分 41.325月分 49.59月分

応 募 認 定
・ 定 年 25.55625月分 34.5825月分 49.59月分 49.59月分

0

20

40

60

80

100

市
長

90.9

副
市
長

72.4

教
育
長

65.2

議
長

48.2

政
策
監
35.0

副
議
長
42.8

議
員

39.9

（単位：万円）

■特別職の報酬月額等の状況

期末手当は年間3.3月分です
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「第26回阿南市活竹祭」と「第15回阿南市こ
どもフェスティバル」が２月25日に市役所
で同時開催され、親子連れなど約8,000人の
来場者でにぎわいました。市内外から特産物
の販売・飲食店が多く出店。また、ステージ
イベントや子ども向け体験コーナーに人だか
りができ、市役所庁舎が終日、交流の舞台に
なりました。

市役所庁舎が交流の舞台に
活竹祭・こどもフェスティバルを開催

「阿南市環境保全推進講演会」が２
月28日に市役所で開催され、約70
人が参加し見識を深めました。徳島
大学大学院教授の近藤光男さんが、
地球温暖化防止と脱炭素社会に向け
た取組をわかりやすく解説しまし
た。本市は平成29年10月に「市環
境保全率先行動計画（区域施策編）
」を策定し、市民、事業者、市等の
各主体による積極的な取組を進めて
います。

着なくなった服を世界中の必要な
方に届ける「“届けよう、服のチカ
ラ”アワード2017」（㈱ファーストリ
テイリング主催）で、桑野小学校が
優秀賞（第２席）を受賞しました。
５年生19人は難民問題を学び地
域へ呼びかけて服を回収。分別・
梱包して段ボール25箱を届けまし
た。柳田明日香さんは、「困ってい
る方の力になりたいと皆で協力して
取り組みました」と話していました。

「阿南市若者定住促進協議会」を
設立し、第１回協議会が２月16日
に市役所で開催されました。同協
議会は市、阿南商工会議所、民間
移住支援団体、地域おこし協力隊、
移住者などの代表者15人で構成。
会議では、定住促進課による取組
報告のほか、活発な意見交換が行
われました。今後は、先進事例を
学ぶ研修会の開催など連携を強化
しながら定住の促進を図ります。

地球温暖化防止に向けて
講演会を開催

服のチカラで国際貢献
桑野小学校が優秀賞

官民が連携
定住促進協議会を設立

本市と徳島文理大学は、２月15日に「連携協力に関する
包括協定」を締結しました。この協定により、両者が連携
して地域活性化や人材育成、新たな働き方の創造などに取
り組みます。当面は、現在整備を進めている「あなんスマ
ート・ワークオフィス」を活用した連携事業を軸として、
具体的な内容について検討を重ねる予定です。

徳島文理大学と連携協定を締結

市内海運事業者などでつくる「ふなどころ阿南まちづくり協議会」が、子
どもたちに船の仕事に興味を持ってもらおうと、船員の仕事を描いた絵本

「かもつせんのいちにち」100冊を阿南市に贈りました。２月20日に寄贈
式が行われ、協議会会長の杉本　敏さんは、「小さい頃から船の仕事に関
心を持ってほしい。今後は出前授業なども行って、小中学生にも船の仕事
をＰＲしていきたい」と話しました。贈られた絵本は市内保育所・幼稚園・
図書館に配布されることになりました。

船の仕事に関心を　「ふなどころ阿南」が絵本寄贈
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阿
南
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て

　

阿
南
医
療
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
伴
い
、
本

市
は
医
療
セ
ン
タ
ー
正
面
の
市
道
を
挟
ん
で

南
側
の
用
地
に
、
阿
南
市
医
師
会
会
員
の
災

害
時
の
活
動
拠
点
や
初
期
救
急
医
療
を
担
う

「
夜
間
休
日
診
療
所
」、
保
健
セ
ン
タ
ー
機
能

を
集
約
し
た
複
合
施
設
を
建
設
し
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
29
年
６

月
市
議
会
で
建
築
工
事
の
請
負
契
約
締
結
の

ご
承
認
を
い
た
だ
い
て
以
来
、
本
年
５
月
の

完
成
を
め
ざ
し
て
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
が

市
民
の
方
に
親
し
ま
れ
、
認
知
度
を
高
め
る

た
め
に
３
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で
の
間
、
広

報
あ
な
ん
な
ど
に
よ
り
愛
称
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
５
月
下
旬
に
健
康
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
の
落
成
式
を
予
定
し
て
お
り
、
広
く
市

民
へ
の
周
知
期
間
を
経
て
、
７
月
に
保
健
セ

ン
タ
ー
機
能
を
移
転
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
夜
間
休
日
診
療
所
」
は
、
医
師

会
の
ご
協
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
医

師
会
と
の
協
議
の
中
で
９
月
に
開
院
す
る
予

定
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
完
成
に
よ
り
、

本
市
の
保
健
医
療
行
政
の
さ
ら
な
る
充
実
・

強
化
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
学
生
の
「
ピ
ロ
リ
菌
検
査
事

業
」
に
つ
い
て

　

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
専
門
組
織
、

国
際
が
ん
研
究
機
関
で
は
、
胃
が
ん
の
８
割

が
「
ピ
ロ
リ
菌
」
の
感
染
が
原
因
で
あ
り
、

除
菌
に
よ
っ
て
胃
が
ん
の
発
症
を
３
割
か
ら

４
割
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
の
報
告
書
を

発
表
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
ピ
ロ
リ
菌
」
は
、
長
い
時
間
を

か
け
て
徐
々
に
胃
を
荒
ら
し
、
胃
炎
や
胃
が

ん
を
引
き
起
こ
す
た
め
、
感
染
し
て
い
る
場

合
、
な
る
べ
く
若
い
時
期
に
除
菌
す
る
こ
と

で
胃
が
ん
な
ど
の
病
気
を
予
防
す
る
効
果
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
本
市
で
は
、「
ピ

ロ
リ
菌
」
検
査
を
希
望
す
る
中
学
３
年
生
を

対
象
に
、
陽
性
ま
た
は
陰
性
の
判
定
が
で
き

る
「
尿
検
査
」
を
無
料
で
行
う
「
ピ
ロ
リ
菌

検
査
事
業
」
を
４
月
か
ら
実
施
し
ま
す
。

　

中
学
生
が
「
ピ
ロ
リ
菌
」
検
査
を
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
慢
性
胃
炎
、
胃
・
十
二
指

腸
潰
瘍
お
よ
び
胃
が
ん
の
原
因
で
あ
る
「
ピ

ロ
リ
菌
」
を
早
期
に
発
見
し
、
胃
が
ん
発
症

予
防
の
た
め
の
除
菌
に
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、

「
ピ
ロ
リ
菌
」
に
よ
る
胃
の
病
気
の
リ
ス
ク

を
減
ら
す
と
と
も
に
、
保
護
者
や
生
徒
の
が

ん
予
防
意
識
を
高
め
、
将
来
的
に
は
医
療
費

の
抑
制
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

骨
髄
等
移
植
ド
ナ
ー
支
援
の   

た
め
の
助
成
事
業
に
つ
い
て

　

本
助
成
事
業
は
、
本
市
に
住
所
を
有
す
る

方
で
、
公
益
財
団
法
人
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
が

実
施
す
る
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
に
お
い
て
骨
髄

等
を
提
供
さ
れ
た
方
（
ド
ナ
ー
）
お
よ
び
ド

ナ
ー
を
雇
用
し
て
い
る
市
内
に
事
務
所
を
有

す
る
事
業
所
に
対
し
て
、
平
成
30
年
度
か
ら

助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

助
成
金
の
額
は
、
助
成
対
象
の
ド
ナ
ー
が
、

１
回
の
骨
髄
等
提
供
に
つ
き
10
万
円
と
し
ま

す
。
た
だ
し
、
一
部
の
企
業
・
団
体
お
よ
び

官
公
庁
は
、
骨
髄
等
を
提
供
す
る
に
あ
た
り
、

特
別
休
暇
（
ド
ナ
ー
休
暇
制
度
）
を
設
け
て

い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
事
業
所
に
勤
務
さ
れ

て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
助
成
対
象
外
と
し

ま
す
。
ま
た
、
助
成
対
象
事
業
所
に
は
、
助

成
対
象
ド
ナ
ー
１
人
の
骨
髄
提
供
１
回
に
つ

き
５
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

　

本
市
は
、
こ
の
助
成
制
度
を
創
設
す
る
こ

と
に
よ
り
、
ド
ナ
ー
が
骨
髄
等
を
提
供
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、

一
人
で
も
多
く
の
骨
髄
等
移
植
の
実
現
に
向

け
た
一
助
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

消
防
団
員
の
活
動
服
に
つ
い
て

　

消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災
力
の
充

実
強
化
に
関
す
る
法
律
が
、
平
成
25
年
12
月

13
日
に
公
布
・
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

平
成
26
年
２
月
７
日
に
、
消
防
団
員
服
制
基

準
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
消

防
団
員
の
活
動
服
は
、
平
成
17
年
度
の
整
備

以
来
使
用
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
一

体
的
な
消
防
団
活
動
を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
と
活
動
の
活
性
化
お

よ
び
士
気
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
支
給
し
て

い
る
全
消
防
団
員
（
約
１
４
６
０
人
）
の
活

動
服
を
全
国
統
一
さ
れ
た
新
基
準
の
活
動
服

に
更
新
し
ま
す
。

　

新
し
い
活
動
服
は
、
消
防
団
員
の
安
全
確

保
と
活
動
性
を
重
視
し
、
生
地
の
素
材
や
裁

断
、
縫
製
に
至
る
ま
で
、
機
能
性
の
高
い
も

３
月
定
例
市
議
会 

市
長
所
信

　
３
月
議
会
が
３
月
２
日
か
ら
23
日
ま
で
の
22
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
日
に
は
、
議
案
審
議

に
先
立
ち
、
当
面
す
る
市
政
の
重
要
課
題
に
つ
き
ま
し
て
、
市
長
よ
り
所
信
が
表
明
さ
れ
ま
す
。

　
今
議
会
で
表
明
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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の
に
す
る
と
と
も
に
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
配
色

を
増
や
し
て
、
夜
間
活
動
時
等
の
視
認
性
お

よ
び
注
目
度
を
高
め
た
仕
様
と
な
っ
て
い
ま

す
。命

山
整
備
に
つ
い
て

　

那
賀
川
町
工
地
の
盛
土
式
、
津
波
避
難
場

所
「
命
山
整
備
」
は
、
平
成
29
年
度
実
施
設

計
を
終
え
、
平
成
30
年
度
に
用
地
取
得
を
行

い
、
そ
の
後
、
地
盤
改
良
工
事
、
盛
土
工
事

を
行
い
ま
す
。

　

計
画
で
は
、
整
備
面
積
は
約
２
３
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
で
、
天て

ん

端ば

ま
で
の
高
さ
は
、
地

上
高
４
・
５
メ
ー
ト
ル
、
避
難
場
所
と
な
る

天
端
の
避
難
ス
ペ
ー
ス
は
、
約
３
６
０
平
方

メ
ー
ト
ル
で
、
約
１
８
０
人
の
避
難
が
可
能

と
な
り
ま
す
。
の
り
面
に
は
芝
生
を
張
り
、

自
然
豊
か
な
周
辺
の
環
境
に
溶
け
込
ん
だ
景

観
と
な
り
、
平
成
31
年
度
末
に
完
成
す
る
予

定
で
す
。

富
岡
東
部
地
区
防
災
公
園
の　

進
捗
に
つ
い
て

　

本
防
災
公
園
は
、
富
岡
東
部
地
区
に
お
い

て
津
波
な
ど
発
災
時
の
「
１
次
避
難
場
所
」

と
し
て
、
畭
町
と
西
路
見
町
に
ま
た
が
る
山

林
部
の
中
腹
に
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

避
難
場
所
と
な
る
広
場
の
高
さ
は
標
高
２

３
・
３
メ
ー
ト
ル
で
、
面
積
は
約
３
２
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
、
避
難
想
定
人
数
は　
　
　

１
４
５
０
人
を
見
込
ん
で
い
て
、
三
方
向
か

ら
の
避
難
ル
ー
ト
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
の
概
要
は
、
備
蓄
倉
庫
、
非

常
用
ト
イ
レ
、
か
ま
ど
ベ
ン
チ
や
ソ
ー
ラ
ー

照
明
灯
な
ど
、
１
次
避
難
場
所
と
し
て
必
要

な
施
設
を
整
備
す
る
予
定
で
す
。

　

現
在
は
、
平
成
29
年
度
完
了
し
た
詳
細
な

設
計
に
基
づ
き
、
用
地
取
得
を
順
次
進
め
て

い
て
、
引
き
続
き
平
成
30
年
度
か
ら
切
土
な

ど
本
格
的
な
造
成
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

　

本
防
災
公
園
は
、
日
常
の
「
憩
い
の
場
」

と
し
て
の
利
用
は
も
と
よ
り
、
い
つ
起
こ
る

か
わ
か
ら
な
い
巨
大
地
震
な
ど
災
害
に
備
え

た
機
能
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
本
市
と
し
て

最
重
要
施
設
と
捉
え
、
一
日
も
早
い
完
成
に

向
け
、
よ
り
一
層
積
極
的
な
取
組
を
し
て
い

き
ま
す
。

国
保
制
度
改
革
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
平
成
30
年
度
か

ら
県
が
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な
り
、
市

町
村
の
保
険
税
決
定
の
基
と
な
る
「
標
準
保

険
料
率
」
の
算
定
を
行
う
な
ど
、
国
民
健
康

保
険
運
営
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
で
、

制
度
の
安
定
化
を
め
ざ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
私
は
か
ね
て
か
ら
、
今

次
改
革
が
本
市
の
保
険
税
の
上
昇
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
県
に
対
し
て
、
公
費
拡

充
を
的
確
に
反
映
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険

税
の
上
昇
を
抑
え
、
新
制
度
を
う
ま
く
ソ
フ

ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
さ
せ
る
よ
う
要
望
し
て
き

た
と
こ
ろ
、
き
め
細
や
か
な
激
変
緩
和
措
置

が
講
じ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
本
市
の
保
険

税
率
を
引
き
下
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
安
心
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
国
民
皆
保
険
の
「
最
後

の
砦と

り
で」

で
あ
る
国
民
健
康
保
険
の
新
た
な
制

度
へ
の
円
滑
な
移
行
と
、
持
続
可
能
で
安
定

し
た
運
営
の
実
現
に
向
け
、
県
と
一
体
と

な
っ
て
、
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の

住
民
票
交
付
サ
ー
ビ
ス

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
・
促
進
を
図
る
た
め
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
用
い
て
、
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
登
録

証
明
書
、
戸
籍
証
明
書
が
交
付
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
の
導
入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
所
持
者
は
、
全
国

の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
約
５
万
３
０
０

０
店
舗
で
年
末
年
始
を
除
き
、
毎
日
、
午
前

６
時
30
分
か
ら
午
後
11
時
ま
で
証
明
書
の
取

得
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

県
内
で
は
、
徳
島
市
を
は
じ
め
２
市
３
町

が
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
て
い
て
、
平
日

の
日
中
に
市
役
所
や
住
民
セ
ン
タ
ー
等
に
来

る
こ
と
が
難
し
い
勤
労
世
代
に
と
っ
て
、
便

利
な
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

今
後
の
予
定
は
、
平
成
30
年
度
に
業
者
の

選
定
・
契
約
を
行
い
、
そ
の
後
、
既
存
の
住

基
シ
ス
テ
ム
の
改
修
や
戸
籍
シ
ス
テ
ム
の
改

修
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
の
構
築
等
を

行
う
計
画
で
、
平
成
31
年
度
中
の
サ
ー
ビ
ス

開
始
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
つ
い
て

　

本
市
で
は
、
平
成
28
年
か
ら
都
会
か
ら
の

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
誘
致
す
る
こ
と
に

よ
り
、
人
の
流
れ
を
促
進
し
、
交
流
人
口
増

を
図
る
と
と
も
に
、
情
報
通
信
機
器
等
を
活

用
し
た
、
場
所
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な
働

き
方
「
テ
レ
ワ
ー
ク
」
な
ど
新
た
な
働
き
方

の
創
出
に
よ
り
、
本
市
に
お
け
る
就
労
者
を

増
や
し
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
等
に
つ

な
が
る
事
業
と
し
て
、「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
誘
致
セ
ミ
ナ
ー
」
や
本
市
の
魅
力
に

つ
い
て
体
感
し
て
も
ら
う
べ
く
「
視
察
ツ

ア
ー
」
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
な
働
き
方
と
し
て
の
「
テ
レ

ワ
ー
ク
」
事
業
で
は
、
プ
ロ
の
ラ
イ
タ
ー
を

養
成
す
る
講
座
等
の
実
施
に
よ
り
、
本
市
に

お
け
る
「
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
」
の
人
員
も
徐
々

に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
増
加
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致

の
た
め
の
モ
デ
ル
施
設
「
あ
な
ん
ス
マ
ー

ト
・
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
」
の
運
用
開
始
に
伴

い
、
こ
れ
ま
で
の
こ
う
し
た
取
組
が
よ
り
効

果
的
に
進
む
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し
て
要
旨
部

分
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
全
文
を
ご

覧
に
な
り
た
い
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
後
日
作

成
す
る
市
議
会
会
議
録
は
、
市
立
図
書

館
等
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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あなん
カルチャー

セ
ン
タ
ー

科
学

ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム（
無
料
）

　

土
、
日
、
祝
日
、
春
休
み
中
の
午
後
１
時
30

分
～
、
３
時
～
の
２
回
実
施
。

４
月
の
テ
ー
マ「
今
夜
の
星
空
と
北
極
星
の
お
話
」

　

春
か
ら
夏
に
か
け
て
見
つ
け
や
す
く
な
る

「
北
極
星
」
に
つ
い
て
、
見
え
方
や
特
徴
な
ど

の
お
話
を
し
て
い
き
ま
す
。
５
月
27
日
㈰
ま
で
。

平
成
30
年
度 

友
の
会
会
員
募
集

　

科
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
30
年
度
科
学
セ

ン
タ
ー
友
の
会
の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

年
会
費　
個
人
会
員　

２
０
０
０
円

　
　
　
　

家
族
会
員　

３
０
０
０
円

定
員　
40
組

入
会
方
法　
科
学
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
の
入
会

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
会
費
を
添
え

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
活
動
は
5

月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

第57回阿南市春季美術展の出品作品を募集します。
開催日　５月３日㈷～５日㈷　
場所　文化会館　視聴覚室および研修室　　　　　　
出品資格　阿南市に在住または出身者および本市と関

係の深い方で阿南市美術協会の会員（初め
て出品される方は、阿南市美術協会に入会
していただきます）
※小・中学生は出品の受付ができません。

作品規格　
　日本画　６号～50号（額装または表装）
　洋　画　６号～50号（額装）50号は縦額のみ  　
　書　道　聯

れん

落
おち

以下（表装または軸仕立て、縦横自由）
写　真　単写真、組写真とも半切及びＡ３～全倍サイズ

画面の長辺は40㎝以上90㎝以内
スクエアサイズ（正方形）は一辺が30㎝以上
50㎝以内
組写真は1パネル（90㎝×180㎝以内) に
全作品を縦に固定

彫塑・工芸・デザイン　横1.5ｍ×縦1.5ｍまでで、
展示にふさわしいように仕立てること。

※規格以外の作品は受付・展示しません。
※額装にはガラスを用いないこと。（工芸の押し花作

品のみガラス可）
※アクリル板の使用は可（日本画はアクリル板も不可）
出品点数　１人につき１部門あたり２点まで　　
会費・出品料　出品料は１点につき500円　

美術協会年会費1,500円（初めて出品
される方および３年以上出品されてい
ない方は、入会金1,000円が必要）

作品の受付・搬入　４月30日（振休）9:30～12:00
文化会館２階　研修室
※この日以外は受付できません。

問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

■ 「第57回 阿南市美術展」出品作品募集

日本の追分や馬子唄に似たモンゴル民謡オルティンド
ー（長い歌）、馬頭琴、ホーミー（のど歌）など、世
界民族芸能祭でグランプリを獲得した本物のモンゴル
伝統音楽と舞踊をご堪能ください。

日時　４月14日㈯　18:00開演（17:00開場）
場所　コスモホール（情報文化センター）
入場料　無料　※入場整理券が必要
※未就学児の入場はご遠慮ください。
入場整理券配布開始日　３月28日㈬
配布場所　情報文化センター、文化会館、市民会館、

各支所、各住民センター
問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

■ 阿南市市制施行60周年記念事業
　 モンゴル歌舞団公演「母なる芸術の源流」

（写真：椿自然園のツバキ）
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阿
南
市
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

平
成
30
年
度
ク
ラ
ブ
員
募
集

　

市
内
の
小
中
学
校
に
通
う
小
学
４
年
生
以
上

を
対
象
と
し
て
、
科
学
工
作
を
中
心
に
、
原
則

毎
月
第
３
土
曜
日
の
午
前
中
に
、
年
間
10
回
程

度
活
動
し
ま
す
。
高
専
の
先
生
な
ど
を
迎
え
て

の
講
座
や
、
夏
休
み
中
に
は
市
内
外
の
企
業
の

工
場
見
学
な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

定
員　
30
人
（
希
望
者
多
数
の
場
合
抽
選
）

年
会
費　
２
０
０
０
円
（
工
作
材
料
費
）

発
明
ク
ラ
ブ
体
験
会
を
実
施

　

５
月
か
ら
の
活
動
を
前
に
、
発
明
ク
ラ
ブ
が

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
か
知
り
た
い
人
向
け

の
体
験
会
で
す
。

日
時　
４
月
28
日
㈯　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

参
加
費　
無
料

定
員　
先
着
30
人

発
明
ク
ラ
ブ
お
よ
び
体
験
会
参
加
方
法

　

４
月
中
旬
ご
ろ
市
内
各
学
校
を
通
じ
て
配
布

さ
れ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
の
上
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

４
月
の
休
館
日　

２
日
㈪
、
９
日
㈪
、
16
日
㈪
、
23
日
㈪

地
質
学
か
ら
み
た
津
波
の
記
録
と
南
海
地
震
（
後
編
）

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会 

委
員　

小
笠
原 

憲
四
郎

地
震
予
知
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

　

国
の
機
関
で
は
、
プ
レ
ー
ト
運
動
の

速
度
や
断
層
の
固
着
状
態
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
地
球
物
理
学
的
観
測
と
、
歴
史

や
地
質
学
的
記
録
か
ら
の
古
地
震
の
デ

ー
タ
な
ど
を
総
合
的
に
検
討
し
て
巨
大

地
震
の
評
価
予
測
を
行
っ
て
い
る
。
国

は
東
海
や
南
海
地
震
の
予
知
を
前
提
に

防
災
対
策
を
進
め
て
き
た
が
、
こ
れ
を

方
向
転
換
し
、
正
確
な
予
知
は
現
時
点

で
は
で
き
な
い
と
し
て
、
２
０
１
３
年

５
月
に
は
有
識
者
会
議
で
事
前
防
災
に

重
点
を
お
い
た
報
告
書
を
公
表
し
た
。

大
地
震
の
前
兆
は
探
知
さ
れ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
い
つ
地
震
が
起
こ
る
の
か

の
予
知
は
現
時
点
で
は
困
難
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

ま
と
め

　

５
０
０
年
間
に
１
度
起
こ
っ
た
よ
う

な
巨
大
地
震
を
想
定
す
る
と
、
徳
島
県

南
地
域
で
も
津
波
の
高
さ
は
10
メ
ー
ト

ル
を
超
え
、
阿
南
市
の
沿
岸
地
域
（
阿

南
市
津
波
防
災
マ
ッ
プ
参
照
）
で
最
大

８
メ
ー
ト
ル
を
超
え
広
域
的
に
５
メ
ー

ト
ル
規
模
の
津
波
が
襲
来
す
る
と
さ
れ

て
い
る
。
最
新
の
研
究
か
ら
想
定
さ
れ

て
い
る
Ｍ
８
級
の
南
海
地
震
の
発
生
確

率
は
今
後
30
年
以
内
が
70
～
80
％
、
今

後
50
年
間
で
は
90
％
以
上
で
あ
る
。
わ

れ
わ
れ
は
常
に
「
津
波
襲
来
」
を
覚
悟

し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

文
献
：
特
集
・
第
21
回
Ｇ
Ｓ
Ｊ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
古
地
震
・
古
津
波
か
ら
想
定

す
る
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
」・ 

地

質
調
査
総
合
セ
ン
タ
ー
（
Ｇ
Ｓ
Ｊ
）
地

質
ニ
ュ
ー
ス
、
２
０
１
３
年
Ｖ
Ｏ
Ｌ
．

２
、
Ｎ
Ｏ
．
７
、
Ｐ
１
９
３
〜
２
２
１

平
成
29
年
阿
南
市
文
化
財
講
座
か
ら

誰もが口ずさんだあの歌。昭和ヒットパレードを、再
びコスモホールでお楽しみください。
日時　５月５日㈷　14:00開演（13:30開場）
場所　コスモホール（情報文化センター）　
曲目　学生時代、青い山脈、イヨマンテの夜、ラヴ・

イズ・オーヴァー、明日があるさほか　
※演奏曲は、当日変更になる場合があります。
入場料　【全席自由】　2,000円（当日は500円増し）
チケット販売場所　情報文化センター、文化会館、徳

島新聞各販売店（取次ぎ）
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■ 昭和のうたコンサート　北海道歌旅座
　 チケット発売中

演奏会の途中で、お客さまとスタッフとで避難訓練を
行います。徳島で初めての避難訓練コンサートです。
日時　４月21日㈯　14:00開演（13:30開場）
場所　夢ホール（文化会館）
入場料　無料　※入場整理券が必要
入場整理券配布開始日　４月６日㈮
配布場所　情報文化センター、文化会館、市民会館、

各支所、各住民センター
問い合わせは　文化会館「避難訓練コンサート」係

（☎23－5599）へ

■ 阿南市市制施行60周年記念事業
　 避難訓練コンサート
　 「徳島県警察音楽隊　演奏会」
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阿
南
市
文
化
祭
短
歌
大
会 

選

短
　
歌

佳
作　
　
　
　
　
　

�

程
野　
　

茂

駅
の
壁
短
歌
俳
句
の
貼
ら
れ
あ
り
や
さ
し
く
風
の
吹

き
ぬ
け
て
ゆ
く

佳
作　
　
　
　
　
　

�
佐
々
木
夫
美

わ
が
耳じ

朶だ

に
今
も
残
れ
り
知
覧
に
て
こ
こ
ろ
に
響
く

語
り
部
の
声

佳
作　
　
　
　
　
　

�

西
田　

修
身

鍬
ふ
れ
ば
こ
ろ
こ
ろ
こ
ろ
と
転
げ
出
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ

畑
孫
の
ま
ほ
ろ
ば

佳
作　
　
　
　
　
　

�

西
崎
ま
き
子

先
見
え
ぬ
農
に
も
負
け
ず
コ
ン
バ
イ
ン
籾
飲
み
藁
を

吐
き
つ
つ
進
む

佳
作　
　
　
　
　
　

�

荒
瀬
左
知
子

逝
く
夏
を
惜
し
む
が
如
く
夜
の
空
華
や
か
に
咲
く
花

火
の
終
宴

佳
作　
　
　
　
　
　

�

神
原　

常
経

眞
子
さ
ま
の
笑
み
爽
や
か
な
今
朝
の
秋
珈
琲
の
香
の

馥ふ
く

郁い
く

と
起
つ

佳
作　
　
　
　
　
　

�

棚
野　

久
子

露
に
濡
れ
色
際
立
て
る
朝
顔
の
濃
き
阿
波
藍
よ　

五

輪
の
空
へ

佳
作　
　
　
　
　
　

�

木
内　

照
代

物
干
し
竿
に
空
気
ぬ
か
れ
し
浮
き
袋
干
さ
る
る
の
見

え
夏
逝
か
ん
と
す

佳
作　
　
　
　
　
　

�

吉
永
賀
代
子

病
院
の
並
列
倚
子
に
待
ち
お
れ
ば
集
団
基
地
の
ご
と

き
静
け
さ

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳
　
句

町
田　

哲
子

山
里
に
心
地
ほ
の
か
に
梅
香
る

鎌
矢
美
代
女

早
咲
き
も
華
麗
に
開
け
君
子
蘭

　
　
　
　
　
　
　
　

山
野　

賢
治

老
深
し
五
感
ゆ
さ
ぶ
る
大
寒
波

　
　
　
　
　
　
　
　

石
井　

政
子

神
鈴
の
ひ
び
き
余
寒
の
大
社

　

松
田　

桜
子　

春
近
し
鯉
の
吐
き
だ
す
夢
ひ
と
つ

　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

織
女

寒
明
け
て
腰
痛
嫗
外
あ
る
き

　
　
　
　
　
　
　
　

富
永　

恵
女

探
梅
や
机
も
椅
子
も
石
造
り

　
　
　
　
　
　
　
　

庄
野　

早
苗

霜
柱
跳
ん
で
踏
め
ど
も
音
の
無
し

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

順
子

ゴ
ツ
ゴ
ツ
と
梅
の
古
木
や
風
の
音

田
中　

栄
子

寒
風
の
橋
駆
け
抜
け
る
部
活
の
子

阿
南
川
柳
会
髙
木
旬
笑
選

川
　
柳

佐
藤
つ
た
え

サ
ク
サ
ク
と
落
ち
葉
踏
み
し
め
ダ
ン
ス
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
野　

智
子

シ
ン
プ
ル
な
愛
の
言
葉
が
胸
を
打
つ

　
　
　
　
　
　
　
　

滝
川　

太
郎

老
い
ら
く
の
恋
は
な
か
な
か
発
火
せ
ず

市
民
文
芸

高
齢
の
免
許
更
新
無
事
通
過　

�

　

田
上　

鶴
子

抱
き
癖
が
つ
く
と
言
い
つ
つ
ま
た
抱
っ
こ　

�

多
田
紀
久
代

若
者
の
ス
マ
ホ
に
老
い
が
か
し
こ
ま
る　

�

鈴
木
レ
イ
子

一
般
応
募

ゆ
っ
く
り
と
母
の
仕
種
に
似
て
老
い
る�

島
尾
美
津
子

笑
う
君
桜
吹
雪
を
ひ
と
り
占
め�

仁
井　

信
子

受
け
た
恩
忘
れ
ぬ
う
ち
に
お
接
待�

吉
田　

當
代

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
喋
り
足
り
な
い
一
時
間�

武
田　

敏
子

阿
南
漢
詩
研
究
会
・
青
松
吟
社 

選

漢
　
詩

　
古
寺
春
色�

谷
口
田
鶴
子

夜
櫻
爛
漫
落
花
軽　
　

夜や

桜お
う　

爛
漫　

落
花
軽
し

朧
月
冷
然
煙
靄
生　
　

朧ろ
う

月げ
つ

冷
然
と
し
て　

煙え
ん

靄あ
い

生
ず

間
歩
春
宵
塵
外
境　
　

間か
ん

歩ぽ

す
春し

ゅ
ん

宵し
ょ
う　

塵じ
ん

外が
い

の
境き

ょ
う

寺
庭
老
樹
惹
詩
情　
　

寺じ

庭て
い

の
老ろ

う

樹じ
ゅ　

詩
情
を
惹
く

　
雛
祭
偶
感�

大
地　

和
子

寒
暖
入
春
花
満
甁　
　

寒
暖　

春
に
入
り
て
花　

瓶へ
い

に
満
ち

重
三
又
値
雛
人
形　
　

重ち
ょ
う

三さ
ん　

又
値あ

た

う　

雛
人
形

愛
君
廿
歳
他
鄕
學　
　

愛
す
君
が
廿に

ゅ
う

歳さ
い　

他た

郷き
ょ
う

に
学
ぶ

托
夢
私
祈
康
與
寧　
　

夢
を
托
し
て
私ひ

そ

か
に
祈
る　

康こ
う

と
寧ね

い

と

※
重
三
…
三
月
三
日

　
津
乃
峰
神
社
マ
ラ
ソ
ン
參
詣�

高
橋　

静
雄

大
社
新
春
參
拜
馳　
　

大た
い

社し
ゃ

の
新
春　

参
拝
の
馳ち

笑
聲
爽
快
匹
儔
隨　
　

笑し
ょ
う

声せ
い

爽
快　

匹ひ
っ

儔ち
ゅ
う

随
う

欲
祈
康
健
抽
籤
紙　
　

祈
ら
ん
と
欲
す
康こ

う

健け
ん　

籤せ
ん

紙し

を
抽ひ

き

吉
兆
怡
怡
結
細
枝　
　

吉
兆　

怡い

怡い　

細さ
い

枝し

に
結
ぶ

※
匹
儔
…
仲
間

広報あ な ん 2018.04　24



移動図書館車「ひまわり号」
巡回日 巡　回　場　所 時　間
  5日㈭ 上 中 分 館 前 14:30～15:00

長 生 公 民 館 前 15:30～16:00
11日㈬ 加 茂 谷 公 民 館 前 14:50～15:20
12日㈭ 新 野 公 民 館 前 14:00～14:30
　 見 能 林 公 民 館 前 15:30～16:00

13日㈮ 椿 公 民 館 前 14:00～14:30
　 椿 泊 漁 協 前 15:00～15:30

19日㈭ 山 口 分 館 前 14:00～14:30
大 潟 分 館 前 15:00～15:30

巡回日 巡　回　場　所 時　間
20日㈮ 老人ホーム福寿荘前 10:30～11:00

中央病院阿南荘前 13:30～14:00
琴 江 荘 前 14:00～14:30
桑野コミュニティセンター前 15:00～15:30

26日㈭
　
　

橘 防 災 公 園 入 口 14:00～14:30
橘 団 地 前 15:00～15:30
福 井 公 民 館 前 16:00～16:30

※雨天の場合は日程を変更することがあります。

４月の巡回日程

問い合わせは　那賀川図書館（☎42－3111）へ

那賀川図書館　☎ 42－3111ＦＡＸ 42－3299
☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11:00～
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　14日㈯　8：30～10：00
　※雨天の場合は22日㈰に延期します。

羽ノ浦図書館　☎ 44－2100ＦＡＸ 44－2099
☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00～14:30

阿 南 図 書 館　☎ 23－2020ＦＡＸ 23－6814
☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　10:30～11:30
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第１〜第４木曜日）　10:30～11:00

阿南市立図書館だより

Let’
s enjoy

としょかんライフ

4 月1 日より電子図書館サービスが始まります。電子図書館
ではお持ちのパソコンやタブレット、スマートフォンから電
子書籍（コンテンツ）を借りて読み、返却することが可能です。
また24時間いつでも、どこでも、好きな時に利用することが
できます。
【利用するにはＩＤとパスワードが必要です】
阿南市立図書館利用者カードをお持ちなら、どなたでも利用
できます。図書館カウンターで、利用者カードを提示の上、申
請してください。その場で電子図書館専用のＩＤとパスワー
ドを発行します。電子図書館サイトにアクセスして、ＩＤとパ
スワードを入力し利用開始となります。

貸出点数：３冊　　　　　　予約点数：３冊
貸出期間：２週間（期間が過ぎると自動で返却されます）

※くわしくは、図書館ホームページから「電子図書館使い方」
をご覧いただくか、各図書館にお問い合わせください。

電子図書館 ご存知ですか？

４月
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

阿 南 図 書 館
9:00〜18:00
土日は17:00まで

☆ 休 ★ ☆ 休 ★ ☆ 休 ★ ☆ 休 ★ 休 休 休

那賀川図書館
10:00〜18:00 ☆ 休 ☆ 休 ◆ ☆ 休 ☆ 休 休 休 休

羽ノ浦図書館
10:00〜18:00 休 ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 休 ☆ 休

カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◆…阿波公方の苑美化作業
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平成30年度
国家公務員採用試験（４月受付分） 

問 人事院四国事務局第二課試験係
　 （☎087－880－7442）へ

明日から実践 !!
新入・若手社員のための
ビジネスマナー
徹底トレーニング
企業人としての意識付けと、仕事をする上
で基盤となるビジネスマナーを徹底トレー
ニングし、やる気のある人財に変革します。
さまざまなビジネスシーンを想定し、その
場に応じた感じの良い応対の実習を中心に
学びます。お客さまの印象に残るワンラン
ク上の接遇応対ができるようなります。コ
ミュニケーションゲームを通して、チーム
ワークの大切さやチームでの達成感を体験
的に学びます。
日時　４月９日㈪　10:00～16:30
場所　阿南市商工業振興センター２階
講師　アソシエイト・ゆう　
　　　代表　大仲希美子さん
参加費　会員　　1人5,000円
　　　　会員外　1人8,000円　
※テキスト・昼食代を含む。
定員　40人（先着順）　　
申込締切日　４月５日㈭
問 阿南商工会議所（☎22－2301）へ

楠根桜づつみ公園第３回桜まつり
公園内ではパンジーが、公園から10分で
レンゲ畑とかかしが見られます。
日時　４月１日㈰　10:00～14:00　
場所　桜づつみ公園（楠根町金石）
司会　長谷川加奈　※荒天時中止
内容　ステージイベント（文理大学による
和太鼓・よさこい、オカリナ演奏、劇団「夢
創」、フラメンコ、すーG＆カズキ、フラ
ダンス、楠本ヒロシ、サーティーグラスボ
ーイズ、加茂谷小唄ほか）、飲食イベント（う
どん、焼き鳥、たこ焼き、しげぱん、豚汁、
おにぎり、フランクフルトほか）
※駐車場は出演者用、一般用があります。
問 楠根町活性化協議会事務局　松田
　 （☎090－3189－4187）へ

名作映画ポスター展
懐かしい名作映画のポスター・チラシ・パ
ンフレットなどの映画資料を展示します。
日程　４月16日㈪～30日（振休）
　　　10:00～17:00
※初日は開始時間が13:00、最終日は終了
時間が15:00
※21日㈯、22日㈰、28日㈯、29日㈰は
休館日

場所　よんでんエネルギープラザ阿南
　　　（橘町幸野106番地）
※入場無料
問 名作映画ポスター展実行委員会
　 篠原（☎22－9859）へ

富岡さくら祭り
恋人の聖地で春のひとときを過ごしません
か。イルミネーションでライトアップされ
た夜桜も楽しめます。かざぐるまとLED
オブジェも点灯する予定です。
期間　３月30日㈮～４月８日㈰
場所　牛岐城趾公園（富岡町）
●イベント
日時　４月７日㈯　15:00～　※雨天中止
内容　お抹茶とお菓子のお茶会（先着100

人）、ステージイベント（ジャズ演奏、
お琴演奏、吹奏楽演奏、阿波踊り、
ストリートダンスなど）

※天候などの状況により時間の変更有り。
問 富岡商店街協同組合（☎22－1684）へ

阿南高専図書館の利用案内
阿南工業高等専門学校の図書館はどなたで
もご利用いただけます。静かに落ち着いて
読書できる閲覧机があるほか、DVDの視
聴もできます。蔵書検索や開館予定などは、
ホームページをご覧ください。
開館時間　平日　9:00～19:00
　　　　　土曜日　11:00～17:00
※春、夏、冬休みの平日は17:00まで。土
曜日は休館。

場所　正門を入って正面奥の建物２階
※貸出カードの作成時は、身分を証明する
もの（運転免許証など）が必要です。

問 阿南工業高等専門学校図書館
　 （☎23－7106）へ
http://www.anan-nct.ac.jp/facilityguide/library/

初心者歓迎！
気軽に楽しみながらのソフトテニス
春季ソフトテニス初心者教室
日時　４月15日㈰　10:00 ～12:00
場所　羽ノ浦町総合体育館
　　　（羽ノ浦中学校隣）
対象　年齢問わずどなたでも参加できます。
定員　10人程度（先着順）
内容　グリップの握り方～軽くボール打ち

等初心者練習
持参物　運動できる着衣、室内用シューズ、

ソフトテニス用ラケット（少数は
当所で用意します）

申込締切日　４月12日㈭　
参加費　200円（保険料）
問 羽ノ浦町体育協会テニス部ソフトテニ
ス支部　原（☎090－7140－0147）へ

那賀川フリーマーケット
那賀川町商工会青年部による那賀川町新名
物「鉄板ナポリタン」の販売や、産直市「と
れとれ市公方」による詰め放題イベントも
同時開催！ご近所お誘い合わせの上、ご参
加ください！
日時　４月29日㈰、５月27日㈰
　　　10:00～14:00
場所　道の駅公方の郷なかがわ
※入場無料、駐車場有り。
●出店者募集中！
出店料500円、全30組を予定。
問 那賀川町商工会（☎42－1772）へ

遺言・相続・成年後見制度相談会
日時　４月14日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
内容　遺言の書き方、エンディングノート

とはなにか、相続の手続き、成年後
見制度などに関する無料相談

問 コスモス徳島（徳島県行政書士会内）
（☎088－679－4440）　
※土、日曜日は地域会員　花野
（☎090－3787－0305）へ

初心者テニス教室　参加者募集
日程　４月21日㈯～８月25日㈯
　　　毎週土曜日19:00～21:00（計19回）
場所　羽ノ浦健康スポーツランド
　　　テニスコート
対象　初心者の方　定員　15人（先着順）
参加費　3,000円（安全保険、ボール代）
※別途コート代が１回300円必要。
※貸しラケットあります。
申込方法　４月15日㈰までにメールでお申

し込みください。
問 羽ノ浦体育協会テニス部
　 （☎090－4970－7845）へ
 　e-mail:hanoura.syoshinsya@gmail.com

試　験　名 受付期間 第１次
試験日

●院卒者試験、大卒程度試験

総合職 院卒者 3/30㈮〜4/9㈪ 4/29㈷大卒程度
一般職（大卒程度） 4/6㈮～4/18㈬ 6/17㈰

専
　
門
　
職

皇宮護衛官

3/30㈮〜
4/11㈬ 6/10㈰

（大卒程度試験）
法務省専門職員
（人間科学）
財務専門官
国税専門官
食品衛生監視員
労働基準監督官
航空管制官

●高卒程度試験

海上保安学校学生
（特別）

インターネット

5/13㈰3/30㈮〜4/6㈮
郵送・持参

3/30㈮〜4/3㈫

合気道教室
練習生募集
合気道を学びながら日本武道の礼儀や心を
養ってみませんか。子どもたちの強く、優
しく、たくましい心と身体の育成を願って
教室を開いています。
対象　５歳～15歳
稽古　毎週金曜日　19:00～20:00
場所　武道館（大潟町）
受講料　月額2,000円　
※別途入会金2,000円が必要です。
問 合気道敷島塾阿南道場　川越
　 （☎49－4077）へ

市民の情報ひろば市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。
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あなたの声を県政に！
オープンとくしまｅ－モニター募集
インターネットで県政に関するアンケート
（１件あたり10問程度、回答は主に選択方
式）にお答えいただくモニターを募集します。
募集人員　100人程度
任期　委嘱の日（５月頃）～平成31年3月

31日
応募資格　次の条件を満たす方。徳島県内
に居住する18歳以上の方（平成30年４月
１日現在）、国または地方公共団体の議会
議員および職員でない方、インターネット
を利用してサイトの閲覧およびアンケート
への回答ができる方（携帯電話端末を除
く）、個人のメールアドレスを有すること、
メールの送受信を日本語で行うことができ
ること。
応募方法　県ホームページのｅ－モニター
募集要領の応募フォームに必要事項を入力
し、応募（送信）してください。
謝礼　任期終了後に、徳島県内の障がい者

授産施設等の商品を贈呈。
応募締切　５月２日㈬　17:00
結果通知　応募者全員に通知します。（同
一人による複数応募は認められません）
問 徳島県監察課ふれあい交流室
　 （☎088－621－2096）へ

津峯公園桜まつり
津峯山一帯に2,000本のソメイヨシノ・ぼ
たん桜・山桜が咲き競います。
日時　４月３日㈫　10:00～　
※小雨決行
場所　津峯山山頂（津峯神社境内）
内容　もち投げ、捧げもち競争ほか
問 商工観光労政課（☎22－3290）へ

もみじ川温泉さくらまつり
日時　４月８日㈰　11:00～17:15　
場所　もみじ川温泉
　　　（那賀町大久保字西納野4番地7）
内容　▶Exciting Summer in WAJIKI'18
オープニングアクト　オーディション開催
（12:00～）※エキサマのオープニングア
クト出演をかけたオーディション▶ポケモ
ンピカチュウクイズ大会＆ピカチュウ写真
撮影会（１部11:30～、２部15:45～）▶
ミュージック餅投げ（16:45～）▶屋台や
体験ブースほか　
問 もみじ川温泉（☎0884－62－1171）へ

JICAボランティア募集 
世界約70カ国、1,000を超える仕事が今、
必要とされています。あなたの技術、経験
を開発途上国で生かしてみませんか。現地
の人々と協働しながら、人づくり、国づく
りに協力します。
募集内容　①青年海外協力隊／日系社会青
年ボランティア②シニア海外ボランティア
／日系社会・シニアボランティア
応募資格　①10月１日時点で満20歳以上
かつ５月１日時点で満39歳以下の方②５
月１日時点で満40～69歳までの方
※日本国籍を持つ方
応募期間　４月２日㈪～５月１日㈫
※くわしくは、JICA ボランティアホーム
ページをご覧ください。
問 JICA四国（☎087－821－8825）へ

杜のホスピタル文化活動
●落語会
日時　４月13日㈮　14:00～
出演　桂　かい枝、桂　文鹿
●ソプラノピアノコンサート
日時　４月21日㈯　14:00～
出演　井上ゆかり、粟田美佐

〈共通事項〉
場所　杜のホスピタルOTホール
※入場無料
問 杜のホスピタルリハビリテーション課
　 （☎22－0218）へ

中林観光地引網を開設しました
期間　10月上旬まで   
場所　北の脇海水浴場
必要人数　30人以上からお申込み可能
所要時間　30分程度
申込方法　事前に電話またはファクスでお

申し込みください。
※料金はお問い合わせください。
問 中林漁業協同組合（☎22－0509・
FAX22－0843）へ※受付8:30～15:30

第13回阿南市合唱祭
日時　４月22日㈰　14:00～（13:30開場）
場所　夢ホール（文化会館）
出演団体　▶ベルゲンブリューダー▶野の

花コーラス▶ブルースカイ合唱
団▶ぎんのすず合唱団▶那賀川
童謡を歌う会▶阿南合唱団▶レ
ディースアンサンブルひまわり

ゲスト出演　合唱団なると　※入場無料
問 阿南市合唱祭事務局　松村
　 （☎22－3719）へ

在住外国人のための日本語教室
日時　４月１日㈰〜９月９日㈰
　　　毎週日曜日10:00～11:30
場所　富岡公民館　講師　米山健作さん
登録料　500円（半期分）
教材　「みんなの日本語Ⅰ・Ⅱ」
 　　　※各自でご準備ください。
申込方法　電話または電子メールでお申し

込みください。
※随時会員募集中です。
問 阿南市国際交流協会（☎44－6652）へ
e-mail:himawari_aia_2012@yahoo.co.jp

市民の情報ひろばへの掲載について
掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。６月号の締め切りは４月27日㈮です。
メールアドレス　hisho@anan.i-tokushima.jp

羽ノ浦町岩脇公園
桜まつり
日時　４月１日㈰　9:30～
場所　羽ノ浦桜づつみ公園
内容　阿波踊り、岩脇小学
校金管バンド演奏、フラダンス、ミニＳＬ、
農産物・花の販売、フリーマーケット、ス
トラックアウト、お餅の配布、野立ほか
※ボランティアグループが岩脇公園の観光
史跡をガイドします。

ライトアップ　4月8日㈰まで
問 羽ノ浦町岩脇公園桜まつり保存会
　 （☎090－7571－6046）へ

特別陳列　生誕130年　
静かなる叙情 清原重以知の世界
清原重以知（1888～1971年）は、現在
の阿南市下大野町に生まれました。 静か
な叙情をたたえた作品を光風会や帝展、文
展に発表し、大正、昭和の洋画の世界に確
かな存在感を示しました。 コレクション
をもとに、清原の画業をご紹介します。
期間　４月21日㈯～６月17日㈰
場所　徳島県立近代美術館
観覧料　一般　200（160）円、
　　　　高大生　100（80）円、
　　　　小中生　50（40）円
※（　）内は20人以上の団体料金
※65歳以上の方で年齢を証明できるもの
をご提示いただいた方は観覧料が無料。
※身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者
保健福祉手帳をご提示いただいた方とそ
の介助をされる方１人は観覧料が無料。
※小・中・高生は土、日、祝日、振替休日、
学校の春休みの観覧料が無料。
※大学生・一般は、祝日および振替休日の
観覧料が無料。
問 徳島県立近代美術館
　 （☎088－668－1088）へ

あなんで映画を
みよう会 春例会

「ナミヤ雑貨店の奇蹟」
日時　４月15日㈰　

①10:30～12:39
②14:00～16:09

場所　夢ホール（文化会館）
出演　山田涼介 、西田敏行 ほか
原作　東野圭吾 「ナミヤ雑貨店の奇蹟」
入場料

前売り 当日
セニア（60歳以上）

1,000円
1,100円

一般・大学生 1,300円
小・中・高生 －    500円

チケット販売場所　文化会館、市民会館、
情報文化センター、 平惣書店（阿南センタ
ー店・羽ノ浦国道店）、中富書店、フジグ
ラン阿南、アピカ
問 あなんで映画をみよう会
　 （☎090－2788－5465）へ

ロシアの女優　1916年　
油彩、キャンバス　
第10回文部省美術展覧会　
徳島県立近代美術館蔵
(C)清原　工 氏
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健康いきいき情報

阿南ファミリー・サポート・センター
●ファミサポさんの“にじいろあなん”交流会
那賀川子育て家庭支援センター（おひさまひろば）にて楽しい親子遊びをしましょう。登録出張会も開催します。
日時　４月25日㈬　11:00～12:00　　場所　那賀川子育て家庭支援センター（おひさまひろば）
●ファミリー・サポート・センター会員になりませんか
子育てをお手伝いしてほしい、経験を生かして子育てのお手伝いをしたい、子どもが大好
き！阿南ファミリー・サポート・センターはそんな皆さんと地域の子育てを応援します。
●ファミリー・サポート・センター事業とは
育児をお願いしたい会員に対して、育児を応援したい会員を紹介し、代わりにお迎えや託児を
してもらうなど、地域における子育てをする環境づくりを支援している阿南市委託事業です。
●会員になるには
依頼会員　０歳から小学６年生までの子どもを預かってほしい阿南市に住所・職場がある方
提供会員　保育に熱意があり、阿南市在住の方。無料講習があります（必須）　　両方会員　預けたり預かったりの両方を兼ねてできる方
※会員登録は無料です。写真２枚と印鑑をお持ちの上、阿南ファミリー・サポート・センターへお越しください。
問 阿南ファミリー・サポート・センター（☎24－5550）へ

平成30年度定期の予防接種のお知らせ（小児）
予防接種名 対　　　　　　　象　　　　　　　者 接種場所
Ｈｉｂ感染症

生後２カ月から生後60カ月（５歳）に至るまでの間にある方
委
託
医
療
機
関　

※
く
わ
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

小児の肺炎球菌感染症
Ｂ型肝炎 １歳に至るまでの間にある方
ＢＣＧ １歳に至るまでの間にある方

三種混合または四種混合 第 1期 生後３カ月から生後90カ月（７歳半）に至るまでの間にある方
不活化ポリオ 生後３カ月から生後90カ月（７歳半）に至るまでの間にある方

水痘（水ぼうそう） 生後12カ月から生後36カ月（３歳）に至るまでの間にある方

MR（麻しん風しん混合）
第 1期 生後12カ月から生後24カ月に至るまでの間にある方

第 2期 平成24年４月２日から平成25年４月１日生まれの方
（いわゆる年長児に相当）　※平成31年３月31日まで

日本脳炎

第 1期 生後６カ月から生後90カ月（７歳半）に至るまでの間にある方
第 2期 ９歳以上13歳未満の方

特　例
対象者

平成７年４月２日から平成19年４月１日生まれの方は
１期、２期共に20歳未満まで接種できます

平成19年４月２日から平成21年10月１日生まれの方は
１期、２期共に９歳から13歳未満までに接種できます

ジフテリア・破傷風二種混合（DT） 第 2期 11歳以上13歳未満の方
ヒトパピローマウイルス感染症
（子宮頸がん予防ワクチン）

中学校１年生から高校１年生相当の女子
※平成25年６月から積極的な接種勧奨を差し控えています

※三種混合は、ジフテリア・破傷風・百日せきの三種類の疾病に対する予防接種で、四種混合は、ポリオ（急性灰白髄炎）が追加された予防接種となります。
※転入および予診票を紛失された方は、再交付しますので、母子健康手帳をお持ちの上、保健センターへお越しください。
※予約が必要な医療機関もありますので、必ず事前に電話で確認してください。
問 保健センター（☎22ー1590）へ

Waンダーランド・花見ウオーク 
開催日　４月７日㈯　※少雨決行
日程　11:00新野駅集合～新東山トンネル

～大原海岸～Waンダーランド（昼
食）～羽広橋～16:00頃阿波福井駅
解散（約13㎞）

※大原海岸からWaンダーランドの間（約
１km）に少し上りがあります。後は総
じて下りです。

参加費　300円（会員200円）
※小学生以下の方は無料
持参物　弁当、飲み物、雨具、健康保険証

など
注意点　脱ぎ着の可能な服装、履きなれた
靴でご参加ください。傷害保険には加入し
ていますが、保険適用外の事故等の責任は
負いません。

問 阿南歩こう会事務局　新川
　 （☎22－3188）へ

平成30年４月１日以降に生まれた新生児を対象に
「新生児聴覚スクリーニング検査助成事業」が始まります。
くわしくは広報あなん５月号にてお知らせします。　問 保健センター（☎22－1590）へ

 献血にご協力ください（４月）

実施日 採血場所 所在地 採血時間

15日㈰ フ ジ グ ラ ン
阿 南 領家町

10:00〜12:00
13:00〜16:30

27日㈮

㈱シャイネッ
クス 大潟町 10:00〜11:00

新日本電工㈱
徳 島 工 場 橘 町 14:30〜16:30

※ 400ml 献血のみの実施です。
※一般の方のご協力もよろしくお願いします。
問 徳島県赤十字血液センター
　（☎088－631－3200）へ

かもだ岬温泉保養施設

かもだ岬温泉は県内
屈指の天然温泉です。
ゆったりとおくつろ
ぎください。

【４月の休館日】
２日㈪、９日㈪、
16日㈪、23日㈪
※26日㈭は風呂（ふろ）の日です。
一般入浴料半額
問 かもだ岬温泉保養施設
　 （☎21－3030）へ
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４月 地域子育て支援センター

お子さんの健やかな成長を願い、無料で施
設を開放して育児支援を行っています。

12日㈭　はじめまして　よろしくね
18日㈬　園庭開放
19日㈭　助産師による育児相談、身体計測
26日㈭　お誕生会
※毎週火、木曜日、園庭開放をしています。
　（11:00～11:45）

にこにこひろば� ☎42−0720

今津こどもセンター� 平日  8:30〜12:00
� 14:00〜15:30

10日㈫　みんなで遊ぼう
12日㈭　おはなしたんぽぽさんによる読み

聞かせ
17日㈫　防災公園へお散歩
19日㈭　子育て講座
24日㈫　お誕生会

ふれあいひろば� ☎28−1725

橘こどもセンター　� 平日  9:00〜14:00

10日㈫　３B体操
17日㈫　仁木助産師による子育て講座
24日㈫　お誕生会
※毎日、砂場開放をしています。
※行事は10:30～始まります。

なかよしひろば� ☎21−2002

平島こどもセンター� 平日  9:00〜14:00

●４月６日㈮から開所します。

  6日㈮　一緒に遊ぼう
13日㈮　おはなしを聞こう
20日㈮　こいのぼりを作ろう
24日㈫　お誕生会
◇うたって遊ぼう
 10日㈫、17日㈫、27日㈮

みんなのひろば� ☎44−5059

岩脇こどもセンター
平日 9:00〜14:00（お弁当タイム11:45〜）

あなたは　あなた
あかちゃんだった　あなたは
からだと　こころを　ふくらませ
ちいさな　いちにんまえに　なりました
そして　さらに
あらゆることを　あじわって
おおきな　おとこのひとや　おんなのひ
とになるのでしょう
でも　あなたにとって
たいせつなのは

「あなたが　あなたで　あること」

これは、アメリカのマーガレット・ワイ
ズ・ブラウンさんが絵本「たいせつなこ
と」に書かれた言葉です。親が子どもに
寄せる願いの中に、誰かと比べてしまう
ということがあるかもしれません。一人
ひとりの個性を「よさ」としてしっかり
と見てあげられたらと思います。
� 学校教育課

子 育 て 一 言 メ モ
－ 一人ひとり －

（※＝要予約）
●４月９日㈪から開所します。
  9日㈪　発育計測
16日㈪　発育計測
17日㈫　お誕生会
18日㈬　ミュージックケアー（幼児）※
24日㈫　ミュージックケアー（乳児）※
25日㈬　ファミサポさんの「にじいろ阿南」
26日㈭　こいのぼり製作
27日㈮　おはなしコロリン
※行事によっては有料・申込み制となります
ので、くわしくはお問い合わせください。
問 那賀川子育て家庭支援センター
 　（☎0885－38－1163）へ

おひさまひろば
平日9:00〜16:00

保育士によるべビマ♪赤ちゃんとのお出か
けに、ママの気分転換にも♪
日時　４月11日㈬　10:00～11:00
場所　那賀川社会福祉会館2階  和室
内容　毎日のスキンシップに！ママに覚え

てもらいやすいべビマ
対象　生後２カ月～１歳頃までの親子
参加費　１回1,500円
持参物　バスタオル１枚　※要予約
問 ベビーマッサージ＆スキンケア教室
PLUS BABY　玉置
（☎090－2895－0224）へ

赤ちゃんと初めての
ならいごと♪
ベビーマッサージ教室

●おはなしひろば
ゆったりと家庭的な雰囲気の中お過ごしい
ただけます。ぜひ親子で気軽にお越しくだ
さい。
日時　４月21日㈯　14:00～15:00
場所　岩城クリニック３階　保育室
内容　絵本の読み聞かせのほか、手作りお

やつの提供もあります。
問 岩城クリニック病児病後児保育専用
　 坂東（☎080－1998－7476）へ

病児病後児保育だより

募集内容　阿南第一中学校、阿南第二中学
校、那賀川中学校で実施する「赤
ちゃん授業」に参加していただ
ける「赤ちゃんとママ」および
「ボランティアスタッフ」を募
集します。

募集対象　生後２カ月～１歳未満の赤ちゃ
んとママで、春・秋１回ずつ参
加できる方および子育て支援や
学校教育にご理解のある方

募集人員　「赤ちゃんとママ」約75組
「ボランティアスタッフ」約75人

問 阿南市赤ちゃん授業実行委員会
　 （☎090－7144－1183）
　 または学校教育課（☎22－3390）へ

赤ちゃん授業参加者募集

父母の離婚等により父または母と生計を同
じくしていない児童が育成される家庭の生
活の安定と自立の促進に寄与し、当該児童
の福祉の増進を図ることを目的として支給
される手当です。
支給対象者　18歳に達する日以後の最初
の３月31日までの間にある手当の支給要件
に該当する児童を監護している母、児童を
監護し、かつ、生計を同じくしている父、ま
たは父母にかわって児童を養育している方
手当月額（平成30年４月改定）
児童１人の場合の全部支給額42,500円・
児童２人以上の場合（第２子加算額）
10,040円（第３子以降加算額）6,020円
※支給対象者等の所得により手当月額の一
部または全部が停止されます。

手当を受けるには　認定請求書の提出が必
要です。必要な添付書類については事前に
お問い合わせください。
問 こども相談室（☎22－1677）へ

児童扶養手当制度について

子育て相談や子どもと保護者間の交流の場
です。ぜひお越しください。
時間　9:30～11:30
日程　11日㈬　桑野公民館
　　　18日㈬　加茂谷公民館
　　　25日㈬　福井公民館
※ひまわり会館すこやかルームは
６日㈮、10日㈫、13日㈮、17日㈫、
20日㈮、27日㈮

問 こども課（☎22－1593）へ

つどいの広場・
すくすくin阿南

て ひ ろば育子
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生涯登録を済ませた飼い犬が死亡したとき、犬の所在地・飼い犬
が変わったときなどは届け出が必要です。

問い合わせは　保健センター（☎22－1590）へ

飼い犬には、登録（生涯１回）と毎年１回の狂犬病予防注射が義務づけられています。
次の日程で犬の登録と予防注射を行っていますので、犬を飼っている方は、最寄りの
場所に必ずお出掛けください。　料金6,000円（登録3,000円、注射3,000円）

犬の登録と予防注射のお知らせ

４月 地区 時　　間 場　　　　　所

9
日
㈪

羽
ノ
浦

9:30～ 9:50 あ す み が 丘 天 神 神 社
10:00～10:10 羽ノ浦分団第５班消防詰所
10:20～10:30 明 見 集 会 所
10:40～10:50 岩 脇 選 果 場
11:00～11:20 岩 脇 小 学 校 校 庭
13:00～13:20 羽 ノ 浦 公 民 館 古 庄 分 館
13:30～13:50 古 庄 八 幡 神 社
14:00～14:20 阿 南 市 羽 ノ 浦 支 所

10
日
㈫

羽
ノ
浦

9:30～ 9:50 春 日 野 中 央 公 園
10:00～10:20 親 子 ふ れ あ い セ ン タ ー
10:30～10:40 宮 倉 研 修 セ ン タ ー
10:50～11:10 羽 ノ 浦 神 社
13:00～13:10 野 神 児 童 公 園
13:20～13:30 羽 ノ 浦 公 民 館 那 東 分 館
13:40～13:50 羽 ノ 浦 老 人 憩 い の 家
14:00～14:10 阿 南 市 羽 ノ 浦 支 所

12
日
㈭

福　

井

9:20～ 9:40 福 井 駅 前
9:50～10:00 福 井 南 小 学 校
10:10～10:20 長 谷 川 バ ス 停
10:40～10:50 椿 地 集 会 所
11:00～11:20 農 協 後 戸 育 苗 セ ン タ ー
11:30～11:40 大 宮 八 幡 神 社
13:00～13:30 福 井 町 総 合 セ ン タ ー
13:40～14:00 内 歩 教 育 集 会 所
14:10～14:20 湊 集 会 所

13
日
㈮

桑　

野

9:30～ 9:40 阿 瀬 比 八 幡 神 社
9:50～10:20 山 口 分 館
10:30～11:00 川 西 集 会 所
11:10～11:40 桑 野 駅 前
13:00～13:30 浦 の 内 集 会 所
13:40～13:50 岡 元 住 宅 入 口
14:00～14:30 大 地 橋 西 詰
14:40～15:00 成 松 集 会 所

16
日
㈪

長
生
・
大
野

9:30～ 9:50 西 方 大 将 軍 神 社
10:00～10:10 三 倉 玉 泉 寺
10:20～10:40 明谷コミュニティセンター
10:50～11:10 長 生 住 民 セ ン タ ー
11:20～11:30 長 生 隣 保 館
13:00～13:20 下 大 野 八 幡 神 社
13:30～14:00 大 野 住 民 セ ン タ ー
14:10～14:20 大 野 隣 保 館
14:30～14:40 中 大 野 教 育 集 会 所
14:50～15:00 上 大 野 八 幡 神 社

17
日
㈫

見
能
林

9:20～ 9:40 旧 才 見 分 館
9:50～10:10 中 林 町 杉 本 商 店
10:20～10:40 中 林 分 館
10:50～11:10 北 の 脇 石 油 裏 の 庵
11:20～11:50 見 能 林 公 民 館
13:00～13:30 林 崎 正 八 幡 神 社
13:40～14:10 大 潟 分 館
14:30～15:00 津 ノ 峰 総 合 セ ン タ ー

19
日
㈭

椿
・
椿
泊
・
橘

9:30～ 9:40 働 々 バ ス 停
9:50～10:00 上 地 消 防 詰 所
10:10～10:30 椿 住 民 セ ン タ ー
10:40～10:50 小 吹 川 原 バ ス 停
11:00～11:10 椿 泊 連 絡 所
13:00～13:20 鵠 分 館
13:30～13:40 海 正 八 幡 神 社
13:50～14:10 橘 町 総 合 セ ン タ ー
14:20～14:30 橘 こ ど も セ ン タ ー 前
14:40～14:50 勤 労 者 体 育 セ ン タ ー

４月 地区 時　　間 場　　　　所

20
日
㈮

加
茂
谷

9:30～ 9:50 お 松 権 現
10:00～10:10 水 井 集 会 所
10:20～10:30 細 野 橋 北 詰
10:40～10:50 農 協 大 井 支 所
11:00～11:10 十八女コミュニティセンター
11:20～11:40 深瀬コミュニティセンター前
13:00～13:20 楠 根 消 防 格 納 庫
13:30～13:50 加 茂 谷 総 合 セ ン タ ー
14:00～14:10 熊 谷 町 集 会 所

23
日
㈪

新　

野

9:30～10:00 新 野 旧 家 畜 診 療 所
10:10～10:50 東 重 友 集 会 所
11:00～11:30 新 野 住 民 セ ン タ ー
13:00～13:20 久 田 橋 東 詰
13:30～13:40 新 野 西 小 学 校
13:50～14:10 農 協 徳 信 集 荷 場
14:30～14:40 新 富 集 会 所
14:50～15:10 生 谷 バ ス 停

24
日
㈫

那
賀
川

9:30～ 9:50 阿 南 市 那 賀 川 支 所
10:00～10:10 芳 崎 市 瀬 商 店
10:20～10:40 今 津 浦 集 会 所
10:50～11:10 那 賀 川 公 民 館
11:20～11:30 黒 地 野 上 神 社
13:00～13:20 八 幡 八 幡 神 社
13:30～13:40 小 延 日 吉 神 社
13:50～14:00 島 尻 厳 島 神 社
14:10～14:20 江 ノ 島 八 坂 神 社
14:40～14:50 古 津 八 幡 神 社

25
日
㈬

那
賀
川

9:30～ 9:50 東とくしま農協西原出張所
10:00～10:10 大 京 原 会 館
10:20～10:30 中 島 会 館
10:40～11:00 那 賀 川 公 民 館 平 島 分 館
11:10～11:20 赤 池 御 獄 神 社
13:00～13:20 里 八 幡 神 社
13:30～13:40 中 島 郵 便 局
13:50～14:00 御 霊 町 御 霊 神 社
14:10～14:20 東 町 中 島 漁 業 組 合
14:30～14:50 出 島 神 明 神 社
15:00～15:10 阿 南 市 那 賀 川 支 所

26
日
㈭

宝
田
・
中
野
島

9:20～ 9:40 石 本 秀 松 園
9:50～10:20 宝 田 公 民 館
10:30～10:40 阿南バッティングセンター
10:50～11:00 中 原 八 幡 神 社
11:10～11:30 上 中 分 館
13:00～13:10 南 島 八 幡 神 社
13:20～13:30 王 子 神 社
13:40～14:00 柳 島 老 人 ル ー ム
14:10～14:40 横 見 消 防 詰 所
14:50～15:00 横 見 児 童 遊 園

27
日
㈮

富　

岡

9:20～ 9:40 黒 津 地 八 幡 神 社 前
9:50～10:10 王 子 バ ス 停 広 場
10:20～10:30 住 吉 老 人 ル ー ム
10:40～10:50 住 吉 町 住 吉 神 社
11:00～11:20 日開野コミュニティセンター
13:00～13:20 三 石 神 社
13:30～13:50 阿南青少年健全育成センター
14:00～14:20 正 福 寺 入 口
14:30～14:50 阿 南 ひ ま わ り 会 館
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さまざまな感動を与えてくれたオリンピック・パラリンピック平昌大会が閉幕し、いよいよ2020年の東京大会に向かいます。本市では、
野球競技出場をめざす台湾代表チームのキャンプ地誘致を推進しています。熱烈歓迎で選手たちを迎えたいです。（谷内）
女性の活躍を支援する「あなんテレワーク推進センター」。センターに入ってまず目に入るのは、県産の木材をふんだんに使ったキッズス
ペース。室内に陽が差し込み、温かな空間が広がります。奥のコワーキングスペースでは、和やかに過ごす利用者の皆さんの表情が生き生
きと輝いていました。（藤井）

編集室の

窓

日 開催日　　　時 時間　　　所 場所　
予 予約受付　　問 問い合わせ先

４月の相談

弁護士による法律相談（要予約）	５日㈭、19日㈭
時 13:30～16:30　所 市役所１階　相談室
予 １カ月前から　問 市民生活課　☎22−1116
※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談員による行政相談	 10日㈫、24日㈫
時 9:30～11:30　所 市役所１階　相談室
問 市民生活課　☎22−1116

司法書士による法律相談	 27日㈮
時 14:00～16:00　所 ひまわり会館１階
問 市民生活課　☎22−1116
※混雑時は、お待ちいただくことがあります。

消費生活相談	 平日開館
時 9:30～16:30　所 社会福祉会館３階（阿南駅南隣）
問 消費生活センター　☎24−3251

人権相談	 20日㈮
時 13:30～16:00　所 ひまわり会館１階
問 人権・男女参画課　☎22−3094

子育て家庭教育電話相談（来所相談も可）
日 月曜日～金曜日（祝日除く）時 9：00～12：00
問 家庭教育支援チーム「育みクラブ」　☎42−3885

心配ごと相談	 ２日㈪、９日㈪、16日㈪、23日㈪
時 10:00～15:00　所 市民会館内社会福祉協議会
問 社会福祉協議会　☎23−7288

女性のための生き方なんでも相談	（要予約）
日 ３・10・17・24日　時 13:00～17:00
日 13・27日　時 13:00～16:00
所 市民会館２階　相談室　予 随時
問 男女共同参画室相談予約電話　☎22－0361

年金相談（要予約）	 今月の相談日はありません。
時 9:30～15:30　所 市商工業振興センター
予 １カ月前から電話による完全予約制
問 徳島南年金事務所　☎088−652−1511
※５月の相談日は10日㈭です。

日 医療機関名 所在地 問い合わせは
１日 岩 城 ク リ ニ ッ ク 学 原 町 ☎23−5600
８日 か じ か わ 整 形 外 科 日開野町 ☎24−5750
15日 玉 眞 病 院 宝 田 町 ☎23−0551
22日 阿 南 中 央 病 院 内 宝 田 町 ☎22−1313
29日 幸 田耳鼻 咽 喉 科医院 富 岡 町 ☎24−3387
30日 阿 南 中 央 病 院 内 宝 田 町 ☎22−1313
※必ず事前に当番医療機関に電話で確認してから受診してくださ
い。当日変更する場合があります。

●夜間（毎日）の当番　17：00〜22：00
当番医療機関の問い合わせは　阿南市消防本部　☎22−1120
音声案内　☎22−9999まで
または阿南市医師会ホームページをご覧ください。
※必ず事前に当番医療機関に電話で確認してから受診してくださ
い。当日変更する場合があります。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れてい
ます。（事前の電話連絡は不要です。）

４月の夜間・休日診療
軽症でも急いで治療の必要がある場合、次の医療機関で受診できます。
●休日昼間　9：00〜17：00

４月の平日延長窓口

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、身分証明
書、所得証明書、所得課税証明書、市・県民税公課証明書、
軽自動車税納税証明書の交付
（※時間延長時は、住民異動・印鑑登録・申告等は行っていません。）

市民生活課（☎22−1116）へ
●市税の納付および分納等の納税相談

　税務課納税係（☎22−1792）へ

４日㈬、18日㈬　17:15〜18:15

スポーツ施設４月の休館日
スポーツ総合センター（温水プール） 2・  9・16・23日
那賀川スポーツセンター 4・11・18・25日
羽ノ浦総合国民体育館 2・  9・16・23日
羽ノ浦健康スポーツランド 2・  9・16・23日
県南部健康運動公園 3・10・17・24日

特設人権相談	 11日㈬
時 13:30～16:00　所 加茂谷公民館、宝田公民館
問 人権・男女参画課　☎22−3094

人口と世帯数
人　口　74,152 人 （−53）
（男）	35,854 人 （−14）
（女）	38,298 人 （−39）
世帯数　30,791世帯（−10）
※平成30年２月末日現在カッコ内は前月対比

選挙人名簿登録者数

登録者数　62,598人
（男）	　30,051人
（女）	　32,547人

※平成30年３月１日現在

４月の市税
■固定資産税（第１期、全期）
■軽自動車税（全期）
　納期限は、５月１日㈫です。納め忘れのないようにしましょう。

日曜相談窓口  29日㈷  8:30〜17:00（市役所税務課納税係）

問い合わせは　税務課納税係（☎22−1792）へ

市税の納付および分納等の納税相談を受け付けています。
東玄関からお越しください。
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環
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な

阿南ぶらりまち紀行
ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見！

〜地域の輝き〜
第140回
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。
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「
女
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会
で
活
躍
す
る
姿
を
思
い
描
い

て
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参
加
者
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積
極
的
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え
た
い
」
と
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座
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ベ
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ト
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少
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し
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ー
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用
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６
０
０
人
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新
た
な
働
き
方
が
浸
透
の
兆
し
を
見
せ
て

い
る
。
多
く
の
女
性
が
社
会
で
生
き
生
き
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躍
で
き
る
明
る
い
未
来
が
す
ぐ
そ
こ
ま
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来
て

い
る
よ
う
だ
。

ワークショップでグループ発表

子ども連れでも安心して仕事ができる

コワーキングスペースで
会話を弾ませる参加者
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）

４月のイベント情報
11日㈬
パソコン・インターネットの基礎を
学ぼう
「ブラウザと検索エンジンって何が
違うの？」などの疑問にお答えしま
す。そのほか、知っていると便利な
ブックマークの作成方法、パソコン
の動きが鈍くならないポイントなど
もお伝えします。
27日㈮
Googleの便利な機能を学ぼう
Google は検索する時に使うものと
思っている方、実はテレワークに欠
かせない便利な機能がたくさんある
んです！表計算ソフトなどの実践を
交えながらお伝えします。（Google
アカウントが必要です。取得方法が
分からない方は申込みの際にお伝え
ください）

※場所、申込方法等くわしくは本誌
11ページをご覧ください。

問い合わせは　あなんテレワーク推
進センター（☎・FAX24－8009)
へ　※月・水・金曜日（祝日を除く）
10:00～15:00

SNS で情報発信中！
フェイスブック・ツイッター
「あなんテレワーク推進センター」
で検索

広報あ な ん 2018.04　32


